
─────────────────────────────────────────── 

平成19年第１回定例会 壱 岐 市 議 会 会 議 録（第１日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成19年３月２日 午前10時00分開会、開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
６番 町田 正一 

７番 今西 菊乃 

日程第２ 会期の決定 19日間 決定 

日程第３ 諸般の報告 議長 報告 

日程第４ 施政方針の説明 市長 説明 

日程第５ 報告第１号 壱岐市国民保護計画の作成について 総務部長 説明 

日程第６ 議案第６号 

長崎県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体の数の増減及び規約の一部を変更

する規約について 

総務部長 説明 

日程第７ 議案第７号 
平成１８年度壱岐市一般会計補正予算（第

８号） 
財政課長 説明 

日程第８ 議案第８号 
平成１８年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第４号） 
保健環境部長 説明 

日程第９ 議案第９号 
平成１８年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第４号） 
保健環境部長 説明 

日程第10 議案第10号 
平成１８年度壱岐市簡易水道事業特別会計

補正予算（第５号） 
建設部長 説明 

日程第11 議案第11号 
平成１８年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第４号） 
建設部長 説明 

日程第12 議案第12号 
平成１８年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計補正予算（第２号） 
市民部長 説明 

日程第13 議案第13号 
平成１８年度壱岐市農業機械銀行特別会計

補正予算（第２号） 
産業経済部長 説明 

日程第14 議案第14号 
平成１８年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第４号） 
建設部長 説明 

日程第15 議案第15号 

壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いて 

総務部長 説明 

日程第16 議案第16号 
壱岐市職員の給与に関する条例の一部改正

について 
総務部長 説明 

日程第17 議案第17号 
長期継続契約を締結することができる契約

を定める条例の制定について 
総務部長 説明 
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日程第18 議案第18号 
収入印紙及び長崎県収入証紙等購買基金条

例の制定について 
総務部長 説明 

日程第19 議案第19号 
壱岐市へき地保育所預かり保育の実施に関

する条例の制定について 
市民部長 説明 

日程第20 議案第20号 
壱岐こどもセンター条例の一部改正につい

て 
市民部長 説明 

日程第21 議案第21号 
壱岐市ペット霊園の設置等に関する条例の

制定について 
保健環境部長 説明 

日程第22 議案第22号 

壱岐市が設置する一般廃棄物処理施設に係

る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に

関する条例の制定について 

保健環境部長 説明 

日程第23 議案第23号 
壱岐市農業機械銀行条例の一部改正につい

て 
産業経済部長 説明 

日程第24 議案第24号 

壱岐市設置による郷ノ浦肥育素牛導入資金

貸付基金条例の執行に伴う経過措置を定め

る条例の廃止について 

産業経済部長 説明 

日程第25 議案第25号 
壱岐市営ターミナルビル条例の一部改正に

ついて 
産業経済部長 説明 

日程第26 議案第26号 壱岐市体育施設条例の一部改正について 教育次長 説明 

日程第27 議案第27号 
壱岐市視聴覚ライブラリー条例の一部改正

について 
教育次長 説明 

日程第28 議案第28号 壱岐市公民館条例の一部改正について 教育次長 説明 

日程第29 議案第29号 

壱岐市民病院及びかたばる病院診療費、使

用料及び手数料徴収条例の一部改正につい

て 

病院管理部長 説明 

日程第30 議案第30号 
過疎地域自立促進計画（変更）の策定につ

いて 
総務部長 説明 

日程第31 議案第31号 
壱岐市郷ノ浦町デイサービスセンターの指

定管理者の指定について 
市民部長 説明 

日程第32 議案第32号 
壱岐市勝本町ふれあいセンターかざはやの

指定管理者の指定について 
市民部長 説明 

日程第33 議案第33号 
壱岐市芦辺町クオリティーライフセンター

つばさの指定管理者の指定について 
市民部長 説明 

日程第34 議案第34号 
壱岐市石田町総合福祉センターの指定管理

者の指定について 
市民部長 説明 

日程第35 議案第35号 普通財産の減額貸付について 総務部長 説明 

日程第36 議案第36号 
公の施設を長期かつ独占的に利用させるこ

とについて 
教育次長 説明 

日程第37 議案第37号 市道路線の認定について 建設部長 説明 
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日程第38 議案第38号 市道路線の廃止について 建設部長 説明 

日程第39 議案第39号 準用河川の廃止について 建設部長 説明 

日程第40 議案第40号 平成１９年度壱岐市一般会計予算 財政課長 説明 

日程第41 議案第41号 
平成１９年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計予算 
保健環境部長 説明 

日程第42 議案第42号 平成１９年度壱岐市老人保健特別会計予算 保健環境部長 説明 

日程第43 議案第43号 
平成１９年度壱岐市介護保険事業特別会計

予算 
保健環境部長 説明 

日程第44 議案第44号 
平成１９年度壱岐市簡易水道事業特別会計

予算 
建設部長 説明 

日程第45 議案第45号 
平成１９年度壱岐市下水道事業特別会計予

算 
建設部長 説明 

日程第46 議案第46号 
平成１９年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計予算 
市民部長 説明 

日程第47 議案第47号 
平成１９年度壱岐市三島航路事業特別会計

予算 
産業経済部長 説明 

日程第48 議案第48号 
平成１９年度壱岐市農業機械銀行特別会計

予算 
産業経済部長 説明 

日程第49 議案第49号 
平成１９年度壱岐市芦辺港ターミナルビル

事業特別会計予算 
産業経済部長 説明 

日程第50 議案第50号 平成１９年度壱岐市病院事業会計予算 病院管理部長 説明 

日程第51 議案第51号 平成１９年度壱岐市水道事業会計予算 建設部長 説明 

日程第52 陳情第１号 
住民の暮らしを守り、公共サービス拡充を

求める陳情 
写し配布 説明省略 

日程第53 陳情第２号 
「核兵器全面禁止・廃絶国際条約の締結促

進を求める意見書」採択についての陳情 
写し配布 説明省略 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（25名） 

１番 音嶋 正吾君       ２番 町田 光浩君 

４番 深見 義輝君       ５番 坂本 拓史君 

６番 町田 正一君       ７番 今西 菊乃君 

８番 市山 和幸君       ９番 田原 輝男君 
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10番 豊坂 敏文君       11番 坂口健好志君 

12番 中村出征雄君       13番 鵜瀬 和博君 

14番 中田 恭一君       15番 馬場 忠裕君 

16番 久間  進君       17番 大久保洪昭君 

18番 久間 初子君       19番 倉元 強弘君 

20番 瀬戸口和幸君       21番 市山  繁君 

22番 近藤 団一君       23番 牧永  護君 

24番 赤木 英機君       25番 小園 寛昭君 

26番 深見 忠生君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

３番 小金丸益明君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長  川富兵右ェ門君  事務局次長 山川 英敏君 

事務局係長 瀬口 卓也君   事務局書記 松永 隆次君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 長田  徹君  助役 …………………… 澤木 満義君 

収入役 ………………… 布川 昌敏君  教育長 ………………… 須藤 正人君 

総務部長 ……………… 松本 陽治君  市民部長 ……………… 山本 善勝君 

保健環境部長 ………… 小山田省三君  産業経済部長 ………… 喜多 丈美君 

建設部長 ……………… 中原 康壽君  消防本部消防長 ……… 山川  明君 

郷ノ浦支所長 ………… 鳥巣  修君  勝本支所長 …………… 米本  実君 

芦辺支所長 …………… 山口浩太郎君  石田支所長 …………… 瀬戸口幸孝君 

病院管理部長 ………… 山内 義夫君  教育次長 ……………… 久田 昭生君 

総務課長 ……………… 堤  賢治君  財政課長 ……………… 久田 賢一君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（深見 忠生君）  皆さん、おはようございます。 
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 ただいまの出席議員は２５名であり、定足数に達しております。ただいまから平成１９年第

１回壱岐市議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（深見 忠生君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、６番、町田正一議員及び７番、

今西菊乃議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（深見 忠生君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月２２日に議会運営委員会が開催され協議をされてお

りますので、議会運営委員長に対し協議結果の報告を求めます。牧永議会運営委員長。 

〔議会運営委員長（牧永  護君） 登壇〕 

○議会運営委員長（牧永  護君）  議会運営委員会の報告をいたします。 

 平成１９年第１回壱岐市議会定例会の議事運営について協議のため、去る２月２２日、議会運

営委員会を開催いたしましたので、その結果について報告いたします。 

 会期日程案につきましては各議員のお手元に配付しておりますが、本日から３月２０日までの

１９日間と申し合わせをいたしました。 

 本定例会に提案されます議案等は、報告１件、条例制定５件、条例改正９件、条例廃止１件、

平成１８年度補正予算８件、平成１９年度予算１２件、その他１１件の計４７件が提出されてお

り、また受理した陳情は２件で、お手元に配付のとおりでございます。 

 本日は、会期の決定、議長の報告、市長の施政方針説明の後、本日送付された議案の上程、説

明を行います。 

 ３月３日から６日まで休会といたしておりますが、一般質問並びに質疑についての通告をされ

る方は３月５日正午までに提出をお願いします。 

 ３月７日は議案に対する質疑を行い、質疑終了後、所管の委員会へ審査付託を行いますが、質

疑をされる場合は、明確な答弁を求める意味からも、できる限り事前通告をされるようお願いい

たしたいと思います。 

 なお、上程議案のうち、平成１８年度一般会計補正予算並びに平成１９年度一般会計予算につ

きましては、特別委員会を設置して審査すべきということを確認いたしましたので、よろしくお
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願いいたします。 

 ３月８日、９日の２日間で一般質問を行いますが、一般質問の方法については従来どおりとし

ます。なお、同一趣旨の質問については質問者間で調整をお願いします。 

 ３月１２日から１６日までの実質４日間を委員会開催日といたしております。 

 なお、３月１４日の中学校卒業式並びに３月１９日の小学校卒業式の日には休会いたします。 

 ３月２０日、本会議を開催、委員長報告を受けた後、議案等の審議、採決を行い、全日程を終

了したいと思います。 

 なお、本定例会会期中に人事関係議案５件が追加議案として提出される予定でありますが、委

員会付託を省略し全員審査を予定しております。 

 以上、第１回の定例会の会期日程案でございます。本市議会の円滑な運営に御協力を賜ります

ようお願い申し上げ、報告といたします。 

〔議会運営委員長（牧永  護君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  お諮りします。本定例会の会期は議会運営委員長の報告のとおり、本日

から３月２０日までの１９日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（深見 忠生君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から３月

２０日までの１９日間と決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（深見 忠生君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 平成１９年第１回壱岐市議会定例会に提出され受理した議案等は４７件、陳情２件であります。 

 次に、監査委員より例月出納検査及び定期監査の報告書が提出されており、その写しをお手元

に配付しておりますので御高覧をお願いします。 

 次に、系統議長会であります。２月６日、大分市において九州市議会議長会理事会が開催され、

役員の補欠選任の後、平成１９年度における定期総会や各種会議の日程、開催要領等の協議がな

されました。 

 次に、２月２０日、長崎市において長崎県離島振興市町村議会議長会定期総会が開催され出席、

会務報告の後、平成１９年度事業計画案、平成１９年度歳入歳出予算案の審議がなされ、それぞ

れ可決決定されました。 

 以上のとおり、系統議長会に関する報告を終わりますが、詳しい資料につきましては事務局に

保管いたしておりますので、必要な方は御高覧をお願いします。 

 次に、本定例会において議案等説明のため、長田市長を初め教育委員会委員長等に説明員とし
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て出席を要請しておりますので御了承を願います。 

 以上で、私からの報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．施政方針の説明 

○議長（深見 忠生君）  日程第４、長田市長から施政方針の説明の申し出がありました。これを

許します。長田市長。 

〔市長（長田  徹君） 登壇〕 

○市長（長田  徹君）  皆さん、おはようございます。本日ここに、平成１９年第１回市議会定

例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方には御健勝にて御出席を賜り、厚くお礼を申し上

げます。 

 新たな年を迎え、はや２カ月が経過しましたが、去る２月１９日に福岡市で開催されました

「まちづくりシンポジウム２００７」の会場におきまして、原の辻遺跡周辺地区の都市再生整備

計画が、国土交通省所管のまちづくり交付金を活用したすぐれた事業であるとして九州沖縄管区

で優秀賞を受賞いたしました。同賞には、九州から宮崎県日向市と大分県鉄輪温泉地区、そして

壱岐市の３地区のみが受賞するという大変名誉なものでございます。 

 評価いただいた点は、①壱岐にしかない歴史文化遺産を活かした事業であること、②ボランテ

ィアガイドの育成を積極的に行うなど、官民一体となった事業であることなどとお聞きをいたし

ております。これは、今後事業を推進していく中で大変心強い後押しになるものであり、壱岐市

にとりましても誇り高いものでございます。 

 また、かねてから御心配をおかけしておりました旧公立病院の解体造成工事につきましては、

周辺住民皆様の深い御理解と御協力を賜り、伝染病棟を含め計画どおりの解体を完了いたしまし

た。引き続き、整地及び舗装工事を施工中でありますので、完成までいましばらく御辛抱をお願

いしたいと存じます。完成後は３,０００平米の敷地を約１３０台の駐車場として、また多目的

広場として、当分の間、利用したいと考えております。 

 さて、私が市長に就任いたしまして４年目という節目の年を迎え、本年は着実な歩みを進める

とともに、成果を上げる年であることを認識いたしております。先人たちが残してくれたすばら

しい海や緑、歴史遺産を十二分に活かし、「海とみどり、歴史を活かす癒しのしま、壱岐」を合

い言葉に、今日まで市政運営に取り組んでまいりました。平成１９年度につきましては、引き続

き非常に厳しい財政状況ではございますが、確実な成果を残し、市民の皆様が住みよい活気あふ

れるまちづくりに全力で取り組んでまいる所存でございますので、今後とも、より一層の御理解

と御協力を賜りますようにお願いを申し上げます。 

 それでは、新年度の施政の方針について所信を申し述べますとともに、平成１９年度の当初予
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算案等について、その概要を御説明申し上げます。 

１．行財政改革 （１）総人件費の抑制のための職員削減について。現在、市職員の定員適正化

計画につきましては、集中改革プランにおける定員適正化計画において、平成１７年４月１日の

職員数６５４人を起点とし、平成２２年４月１日までの５年間で３４人削減、純減率が５.２％

を目標値として掲げているところでございます。この計画における目標値は、国の指示する削減

目標、純減率４.６％超を基準とし、かつ上積み削減を前提とする最低ラインでの目標値として

設定をしておりました。 

 しかし、自治体を取り巻く環境の変化や逼迫する財政状況に対応するためには、行財政改革の

スピードアップ及び強化が強く求められております。特に本市におきましては長引く景気の低迷

から脱却できない民間企業が経営不振に陥り、規模縮小や倒産のために離職者が多数発生してい

る状況でございます。このような状況下では市民と一体となった市職員の危機意識の共有が重要

であり、最小のコストで最大の効果を上げるべき努力が必然となります。 

 従来の定員適正化の考え方は、定員モデル試算地や類似団体職員数と比較したところの適正職

員数の設定でありましたが、今後、本市としましては市民と一体となった行政運営の視点から、

より高度の職員削減目標を掲げ、その目標達成に向けて職員の意識向上を促し効率的な行政シス

テムの構築を図るとともに、総人件費抑制を目指してまいります。そのためには組織機構の見直

しのみならず、行政業務のアウトソーシングにも取り組んでまいります。 

 以上のことから、現在の集中改革プランにおける定員適正化計画を壱岐市行財政改革第１次定

員適正化計画と位置づけ、より高度の目標値設定のために壱岐市行財政改革第２次定員適正化計

画を策定いたしましたので、この場をお借りいたしまして公表をいたします。計画期間は第１次

定員適正化計画を継承し、平成１７年度から平成２３年度までの７年間とし、計画の対象は常時

勤務する一般職の正規職員といたします。数値目標は平成２４年４月１日の職員数を５５４人以

下とします。これは平成１７年４月１日の職員数６５４人と比較すると１００人の削減、削減率

１５.３％になり、人件費削減効果としては平成１８年度から平成２４年度までの７年間で

２９億３,１００万円の削減となり、平成２５年度以降は毎年７億４,７００万円の人件費削減効

果が継続することになります。 

 本計画につきましては、このたび議会並びに市民皆様に広く公表することにより職員の意識高

揚を図るとともに、進捗状況についても厳しい監視機能が働くことになると、このように考えて

おります。 

（２）政策評価制度の本格的実施について。市民皆様の暮らしに役立つよう、常に業務の改革改

善を行い、成果重視型市政の実現と市行政の重点的、効率的な展開を目的として、本年度から

「政策評価制度」を本格導入いたしました。今年度の評価につきましては各課における１次評価
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を踏まえ、助役を本部長とする「壱岐市政策評価推進本部」において平成１７年度に実施しまし

た４３２件の事務事業と、平成１９年度計画の新規事業３１件の事務事業を対象に審査を行い、

先般、評価結果をホームページや市広報誌等で公表したところでございます。本来ならば、昨年

の年内に公表すべきところでありますが、本格的実施は今年度が初めてということもありまして、

公表時期が予算編成時期と重なってしまいました。評価結果は翌年度事業の企画立案や予算へ極

力反映することを目指してはおりますが、事業によっては必ずしも予算とは一致しない場合もあ

りますので御理解を賜りたいと存じます。 

（３）住民情報基幹系システムの再構築について。住民サービスの向上と行政事務の効率化を目

的とし、昭和６０年に住民記録システム、税総合システム等を順次整備し、汎用コンピューター

と専用端末により構成されるこれらのシステムを、市の窓口業務を支える基幹的なシステムとし

て利用してまいりました。 

 しかし、システム導入から２１年が経過し、システムの老朽化及び社会全体の急速な情報化な

どにより、運用経費や情報セキュリティー等々の面においてさまざまな問題を抱えるようになり

ました。そのため、これらの諸問題を解決すべく、住民サービスのさらなる向上及び情報セキュ

リティーの確保、電子自治体への対応、運用経費の削減等々を目的として現行システムの再構築

を行うとともに、後期高齢者システム、総合福祉システム、総合窓口システムを新たに導入し、

行政事務の効率化とワンストップサービスを実現してまいります。 

 また、地域イントラネット整備事業により市役所各庁舎や学校、図書館などの主な公共施設

９７カ所を光ファイバーケーブルで結び、通信経費の削減と情報提供の広域化、迅速化を図って

まいります。将来的には映像や地図情報の利用による住民サービスの向上を目指しております。 

２．交流人口、定住人口の拡大 （１）新たな定住対策の取り組みについて。現在、壱岐市では、

定住対策の一環としまして壱岐市定住促進支援要綱に基づき、満５０歳未満で５年間以上定住す

る意思のあるＩターン者を対象に、奨励金と定住手当の支給を行っております。また、田舎暮ら

し情報としてＵ・Ｉターン者に移住を促すため、ホームページなどで空き家情報等の紹介を行っ

てまいりました。 

 平成１９年度の新たな取り組みとしましては、長崎県壱岐地方局の職員の減により空き家とな

る県職員住宅を県から借用し、団塊の世代を中心としたＵ・Ｉターン者の専用住宅として有効利

用していく予定でございます。具体的な取り組みとしましては郷ノ浦町田中触に所在する「田ノ

上住宅」６戸を、定住を前提に下見調査として壱岐に訪れるＵ・Ｉターン者を対象として、一定

の期間利用していただきます。あわせて、幅広い年齢の方々に来島していただくために壱岐市定

住促進支援要綱を一部見直しし、定住奨励金等の支給対象年齢を満６５歳未満まで引き上げを行

います。 
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 また、壱岐への移住を希望する短期滞在者に対しましては、島のブランド化推進事業の中で壱

岐出会いの村を活用しながら期間限定の体験ツアー等を実施するとともに、民宿、旅館、ホテル

などの宿泊費や島内での交通費の助成を行い、定住人口の増加を図るとともに交流人口の拡大も

図ってまいります。 

（２）「日本子守唄ｉｎ壱岐」開催の支援について。昨今、幼児虐待や少年犯罪、子育てや親子

関係などの事件が相次いでおり、社会的にも大きな問題となっております。このフォーラムは、

親と子が互いのきずなを確かめるため、子守唄を通じて現代の心の文化、情操教育のあり方を模

索し、楽しい親子関係と温かな地域社会をつくることを目的として、５月１９日、２０日の両日

にわたり、民間主導によりまして「日本子守唄フォーラムｉｎ壱岐」が開催されますので、市と

いたしましても積極的に支援を行う所存でございます。 

 都会にない美しい豊かな自然と歴史のある本市において、日本子守唄フォーラムの全国大会を

開催できますことは大変喜ばしいことであり、さらに多くの来島者をお迎えできることは、本市

にとりましても交流人口の拡大と地域経済の活性化に大いにつながるものと期待をいたしている

ところでございます。 

（３）原の辻遺跡関連整備事業について。県立埋蔵文化財センター（仮称）及び市立一支国博物

館（仮称）の整備につきましては、現在、敷地の造成工事を進めているところでございます。工

事期間中の工事車両の通行など、地元公民館を初め周辺関係者の御理解と御協力を得て実施して

おり、今後も周辺環境などに配慮しながら進めてまいる所存でございます。 

 また、さきの定例会後、公表しておりました両施設の設計につきましては、現在、実施設計と

しての詰めの作業を行っており、新年度早々に最終の設計図などを公表する予定で進めておりま

す。 

 原の辻遺跡の整備の進展により、徐々にではありますが弥生集落としての空間ができ上がり、

当時の雰囲気がただよってくるようになります。議員皆様を初め市民皆様の一層の御理解と御支

援、御協力を賜りながら、歴史文化を活かした観光交流の拠点づくりとして、今後、より一層取

り組んでまいる所存でございます。 

（４）雇用の確保と企業誘致について。壱岐市における有効求人倍率は昨年１２月で０.４３と、

対馬市、五島市と同様に依然として厳しい状況であります。このような状況の中、一つでも多く

の雇用の場を創出することを目的として、１月と２月にそれぞれ１名ずつ、企業誘致担当職員を

配置し、さらに４月からは財団法人長崎県産業振興財団へ職員を１名派遣し、企業誘致に向けて

県と市の連携を密にしながら本格的に取り組んでまいります。 

 現在、コールセンターを初め、地場産の農水産物等の活用も視野に入れた中長期的な壱岐の将

来を担う産業づくりについて、方向性、可能性等を県とともに検討いたしております。 
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（５）観光施設の整備について。平成１６年度から３カ年計画で県営事業として整備を進めてま

いりました岳ノ辻園地が、３月末に完成いたします。工事内容は、駐車場１カ所、トイレ１棟、

展望台を西側、中央、東側に設置し、７８９メートルの遊歩道で結び、島全体を特徴ある３つの

アングルで眺望でき、しかも３つの展望台まではバリアフリー対応で建設されております。 

 また、完成を記念し、県とともに４月１日と１５日にイベントを計画いたしております。 

 今、全国各地で、昔からある町並み保存運動が展開されております。これは日常生活で便利さ

や機能性を優先させながらも、心のどこかで追い求めてきた懐かしいたたずまいの家並みや風景

を捨て切れないという懐古の流れがあるからだと思われ、これらは次代に継承する美しい共有財

産であります。数多くの歴史的建造物が残っている勝本浦については平成１８年度に街並み環境

整備事業計画が策定され、平成１９年度からは勝本浦の街並み整備に取り組んでまいります。 

（６）唐津市との交流。九州郵船の新造船「エメラルドからつ」の完成により、４月１日から唐

津印通寺航路として就航いたします。これに伴いまして、福岡市、唐津市、壱岐市の玄界灘を囲

む３市が、お互いに親交を密にしていかなければならないと考えております。両市とは、かねて

より野球大会、バレーボール大会等々、小中学生のスポーツ交流などを進めてきており、今後は

文化面、産業面も含めて交流を図っていく所存でございます。 

（７）スポーツ誘致について。現在、地域密着型スポーツ合宿の島づくりに取り組み、島外から

のスポーツ団体の誘致を進めており、今回、新たに中学生の軟式野球大会及びバレーボール大会

を３月に開催し、島外からたくさんの中学生をお迎えして開催が予定されております。今後も、

壱岐が誇る海と緑、歴史遺産を最大限に活かし、交流人口、定住人口の拡大に努め、活気あるま

ちづくりに取り組んでまいる所存でございますので、市民並びに議員皆様方の御理解と御協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

（８）島外への職員派遣について。現在、島外において壱岐の情報発信及び宣伝活動、情報収集

などを行うことを目的として、長崎県福岡事務所を皮切りに福岡市役所、長崎県文化施設整備室

等々に職員を派遣し、その業務の遂行に当たらせていますが、派遣の効果は、人の交流、物流の

面において徐々に出てきているものと認識いたしております。 

 そこで、平成１９年度におきましても引き続き福岡都市圏に職員を派遣するとともに、前段申

し述べました財団法人長崎県産業振興財団などへ職員を派遣し、企業誘致などに向けた活発な活

動を展開することにいたしております。今後とも壱岐の活性化のために、島外からの外貨を獲得

すべく鋭意努力してまいる所存でございます。 

３．市民福祉関係 （１）市税等の納税について。第１次産業の不振及び企業の倒産などの厳し

い情勢の中、１月末の納税状況は、現年度分市税などの徴収率については昨年同期と対比すると

市税は約１ポイント下回っており、国民健康保険税については、ほぼ横ばいで推移しており、滞
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納分についても市税滞納調定額２億２,０００万円に対しまして収納額が１,１６３万円、収納率

５.２５％、国民健康保険税は滞納調定額２億７,７００万円に対しまして収納額１,７５０万円、

収納率６.３３％で昨年同期を若干下回っております。徴収対策としては財産調査、滞納処分予

告通知及び財産の差し押さえなどを行っており、今後とも戸別訪問などにより徴収率向上や滞納

処分に取り組み、均衡ある税制に努めてまいる所存でございます。 

（２）僻地保育所の預かり保育について。市内幼稚園では近年の家族構成や職業の多様化に伴い、

また保護者からの強い要望から、平成１７年度には各町１幼稚園で、平成１８年度からは市内全

園で午後６時までの預かり保育を行ってまいりました。現在、郷ノ浦町内の僻地保育所では午後

３時まで保育を行っておりますが、僻地保育所につきましても平成１９年度から試行的に志原保

育所と柳田保育所で午後３時から午後６時までの預かり保育と、保護者の都合による一時預かり

を実施することにいたしました。今回の試行状況を見まして平成２０年度以降の対応を検討する

所存でございますので、御理解と御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

（３）国民健康保険について。長引く不況と経済構造の変化の中、国民健康保険財政は非常に厳

しい運営を強いられております。壱岐市における国保加入者の割合は、平成１８年度で市人口に

対し５２.３％で右肩上がりの傾向でございます。一方、財政面としましては深刻な運営状況に

あると懸念いたしております。 

 しかし、この厳しい地域情勢にかんがみ、平成１９年度におきましては医療費が高騰した場合

には基金を運用し、国保税の税率は引き上げないことにいたしました。当然のことながら厳しい

地域経済を反映し、国保税の滞納累積額などは増加傾向ではございますが、収納対策につきまし

ては短期被保険者証、資格証明書の活用を図りながら関係職員と一丸となって計画的に取り組み、

よりよい福祉行政の推進に努めてまいる所存でございます。 

（４）健康づくり事業について。壱岐市では、市民皆様が健やかで心豊かに暮らしていけるよう、

市民生活の視点に立った利用しやすいサービスを念頭に事業を展開いたしておりますが、平成

１８年度に市民皆様と協働で策定いたしました、成人を対象とした「壱岐いきすこやか２１」、

乳幼児、保護者を対象とした「活きいき親子２１」の啓発と推進に、今後、より一層力を入れて

まいる所存でございます。 

 また、保健事業としましては、保健師、看護師、栄養士の総力を挙げて内臓脂肪症候群、いわ

ゆるメタボリックシンドローム対策を主に、検診結果による要指導者全員の徹底した訪問指導を

展開いたします。 

 平成１８年度から実施しました「特定高齢者」の把握につきましては、基本検診などにおける

チェックリストを用いて全高齢者の１.０６％、約１００名を選定し、健康運動指導士、栄養士、

歯科衛生士による集団及び個別指導を実施いたしました。本年４月には特定高齢者の選定基準も
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見直される予定でありますが、それに合わせて関係機関及び関係事業との調整を図りながら、潜

在的な特定高齢者の把握及び支援に努めてまいります。 

（５）生活保護について。平成１８年１２月現在の生活保護の状況は、被保護世帯が４４５世帯、

被保護人数は６９０人で保護率２２.３７パーミルであります。平成１７年度比では世帯数で

３世帯、人員で１５人、保護率で１.０５ポイント伸びており、依然として増加の傾向でござい

ます。 

 生活保護制度は国民の最後のセーフティーネットとしての、その役割は今後も重要であります

が、少子高齢化、人口減少社会、家族構成の変容、就業構造の変化などにより制度としての新た

な改革が求められており、その基本目標は自立・自助の精神であります。稼働世帯の自立促進、

高齢者世帯の新たな制度導入、ボーダーライン層の就労支援などが主な内容として検討されてお

りますが、既に制度の一部改正も実施されており、７０歳以上の老齢加算の廃止に加え、平成

１９年４月からは母子加算も段階的に廃止となります。 

 また、一定の自宅資産を保有する６５歳以上の対象世帯に対する新貸付制度も実施予定であり

ます。壱岐市としましても、保護申請世帯の生活実態と窮迫の状況把握に努め、適正なる生活支

援を目指し、住民間の均衡を保てる生活保護事務に努めてまいる所存でございます。 

（６）男女共同参画について。男女共同参画社会づくりにつきましては、ライフスタイルの変化、

個人の人生観の多様化、少子高齢化や年金問題などの社会経済情勢が大きく変化する中で、男女

が互いの人権を尊重しつつ、性別にとらわれることなく、その個性と能力が発揮できる男女共同

参画社会の実現が緊急な課題とされております。市といたしましては、平成１８年１２月に壱岐

市男女共同参画推進懇話会を設置し御意見を賜りながら、３月末をめどに壱岐市男女共同参画計

画の策定に取り組んでおります。今後は、性別にとらわれることなく個性と能力が発揮できる健

やかな社会実現のため、その計画の推進に努めてまいります。 

４．第１次産業の振興について （１）農業振興について。世界貿易機構の農業交渉再開や経済

連携協定、自由貿易協定の交渉が加速する中、農業大国の主張が強まることが懸念され、一方、

国内においては農業構造改革の進展により農業農村を取り巻く情勢は大きくさま変わりし、一段

と厳しい状況にあります。 

 また、ここ数年来、地球温暖化の影響下、地球規模での気象災害が頻発しております。昨年、

オーストラリアで発生した史上最悪と言われる干ばつ被害や、高度成長を続ける中国の膨大な穀

物輸入、原油代替として穀物からバイオエタノールを生産する非食用需要の増大などを要因とし、

世界の穀物需給バランスは逼迫をいたしております。世界中から農畜産物を輸入している日本に

とって、食料・農業・農村基本計画に掲げる食糧自給率の向上が喫緊の課題と言えます。 

 一方、平成１９年度からは「新たな米の需給調整システム」が始まり、農業者、農業団体が制

- 19 - 



度の主体を担うことになりました。このことに伴い、本市では平成１８年度に壱岐地域水田農業

推進協議会事務局を、名実ともに壱岐市農業協同組合へ移管するとともに、協議会において産地

づくり交付金などの助成金制度を制定し、新たな需給調整システムに対応すべく取り組みを進め

ているところでございます。 

 このような状況のもと、壱岐の基幹産業である農業は、自立し得る農業経営の育成に努めてい

かなければなりません。今年度から適用される米、麦、大豆を対象とした品目横断的経営安定対

策の要件を満たす担い手である特定農業団体、認定農業者の育成に努めるとともに、省力化、低

コスト化による生産性の向上を実現するための機械施設の整備や法人化に向けた取り組みなど、

経営改善に着目した取り組みを支援してまいります。 

 農業振興対策としましては、国、県の事業を積極的に運用するとともに、壱岐独自の施策につ

きましては単独事業で取り組み、基幹作物である米、肉用牛、葉たばこの安定生産と施設園芸の

高生産、高収益を目指す諸施策を講ずることにより、経営感覚にすぐれた農家の育成と集落営農

の組織化を図り農業の活性化につなげてまいります。 

 以下、主要事業について概要を説明いたします。 

 ①ながさき食と農支援事業。産地強化育成と栽培面積の拡大を図るため、アスパラハウス

４０アール、イチゴハウス３０アール、花卉ハウス３０アール及び小菊調整選別機、野菜半自動

移植機の整備に支援をいたします。また、特定農業団体などが生産性の向上と省力化、低コスト

化を図るため導入する大型農機具及び農産加工機械の購入費の助成を行ってまいります。 

 ②土地利用型農業定着促進事業としましては、機械化一貫体系への適用作物として大麦の振興

と定着により、焼酎用原料大麦の地産地消を図るため、大型コンバインの導入を支援いたします。

また、無人ヘリによる水稲の適期防除と安全な作業体系を確立するために、壱岐水稲防除協議会

が実施するオペレーター養成に支援を行います。 

 ③園芸ビジョン２１パワーアップ事業につきまして、イチゴ栽培において炭そ病克服が喫緊の

課題であり、雨よけ育苗施設の整備により健常な苗の生産が期待でき、よってイチゴ生産の安定

を図るために支援を行います。 

（２）畜産振興について。肉用牛は子牛価格が高値安定で推移し、平成１８年の全国子牛市場ラ

ンキングで前年の１５位から６位に躍進をしました。さらに九州枝肉共励会において、ＪＡ壱岐

市肥育センター出品牛が金賞を受賞するなど「壱岐牛」が高く評価され、ブランド化が進展する

ものと期待をいたしているところでございます。まさに壱岐の産業の中核として位置づけられ、

農家経済の浮揚と生産意欲の高揚につながっているところでございます。国内の需要は繁殖雌牛

が低減する中で子牛の不足状態は今後も続くと思われますが、購買者の求める牛づくりと安定し

た上場頭数の確保こそが、子牛生産基地として確立する要件であり、優良系統牛の育成確保と増
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頭対策を進めてまいります。 

 以下、畜産振興の主な事業について概要を説明いたします。 

 ①和牛改良対策事業について。産肉能力にすぐれた繁殖牛の造成と肥育データ集積による育種

価検証が壱岐牛の改良方針となることから、引き続き優良系統牛育成対策と肥育素牛導入事業、

検定子牛生産確保推進事業に取り組み、産地間競争に対応し得る肉用牛改良と産地の維持発展に

つながる支援を行います。 

 ②増頭対策事業について。強い農業づくり交付金により大型繁殖牛舎及び肥育牛舎を整備する

とともに、長崎県肉用牛振興ビジョン２１を活用し牛舎建設を行います。 

 また、国、県の補助対象とならない小規模牛舎建設は単独事業による助成を行い、ＪＡ壱岐市

の振興計画、繁殖牛８,０００頭に向けた増頭対策を支援いたします。 

 ③第３キャトルセンター整備事業について。壱岐市農業協同組合が進める成牛２００頭、子牛

３００頭規模の第３キャトルセンターの整備を支援し、繁殖率の向上、農家労働力の軽減を図り、

もって農家経営の安定に努めます。 

 ④ながさき牛づくり振興大会について。ことしは、１０月１１日から鳥取県で全国和牛能力共

進会が開催されます。その前哨戦となる、ながさき牛づくり振興大会が８月に開催されることか

ら、壱岐牛の名声をさらに高める絶好の機会ととらえ、市の選考会並びに県出品牛に対する支援

を予定をいたしております。 

（３）農村整備事業について。国、県の財政状況はもとより、市も前年度に比べ一段と厳しい状

況になっている中に、農業農村の持つ多面的機能を有効に整備し、２１世紀においても活力ある

農村地域を維持発展させていくため、生産基盤、生活環境基盤の整備を推進するものであります。

このため土地改良施設維持管理適正化事業、ふるさと振興基盤整備事業、地方単独ふるさと農道

緊急整備事業、また県営事業として圃場整備事業、老朽ため池整備事業などを実施することにし

ております。 

 また、平成１９年度より新たな食料・農業・農村基本計画の策定を受けて、地域政策としての

農地・水・環境保全向上対策事業を推進するために、各活動地域に存する農地農業用水などの資

源や農村環境の良好な保全と質的向上を図ることを目的とし、農業者と地域住民の共同活動に対

する支援を行ってまいります。 

（４）水産振興について。水産業を取り巻く環境は依然として厳しく、魚価の低迷、事業者の高

齢化、漁家の後継者不足に加え、依然として燃油の高騰による漁業生産経費の増大により、漁家

経営は厳しいものが続いております。 

 一方、漁場におきましては貧海藻地帯、あるいは磯焼け地帯の拡大により、沿岸漁業に深刻な

影響を及ぼしております。このような状況の中、壱岐市における１８年度上半期の漁獲高は昨年
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の８割弱と少なく、極めて憂慮にたえないところでありましたが、年末より少しずつ漁獲量が増

加をいたし、現段階におきましては前年度並みに回復をいたしているものと推測をいたしており

ます。 

 壱岐市の基幹産業の一翼を担います水産業の振興発展は極めて重要であります。壱岐市といた

しましても漁家経営向上安定を図るため、種苗の生産放流による栽培漁業を初めとする水産振興

の一層の推進を図る計画であります。このため、県営大島漁港に壱岐地域栽培漁業センター

（仮）の建設を本年度から２カ年間で整備を進める計画でございます。この施設の概要といたし

ましては、併設となります既存施設のアワビ生産２６万個を含めアワビ生産量６０万個、アカウ

ニ２０万個、カサゴ１０万匹を年間生産する計画であり、これにより健苗種の安定的かつ大量の

放流が確保でき、より栽培漁業の振興に寄与できるものと考えております。 

 また、漁業後継者対策の一環といたしまして、未来につなぐ人づくり・漁村づくりと、持続的

な漁業生産と農村の活性化を図るために新規就業者の受け入れ体制の充実、あるいは技術習得研

修体制及び漁船取得支援のためのリース事業を計画いたしております。 

（５）港湾、漁港の整備について。効率的かつ効果的な水産基盤整備を図るため、自然環境に配

慮した漁港、漁場の一体的な整備として、八幡浦漁港におきまして外防波堤の整備を実施いたし

ますとともに、諸津漁港の竹ノ浦地区の防波堤が台風により被災いたしておりましたので整備の

運びとなりました。 

 また、一時整備が中断しておりました久喜漁港の防波堤の改良につきましても整備の運びとな

り、漁船の安全なる係留を初めとする水産基盤の整備を一層図る所存でございます。 

５．環境保全 （１）一般廃棄物処理施設整備について。焼却施設及び焼却施設に併設のリサイ

クルセンター並びに最終処分場は、現在稼働中の芦辺町クリーンセンターの設置場所に計画を立

てることで、住吉地区振興協議会並びに住吉地区４公民館との間で「環境保全対策に万全を期し

た施設を設置する」を最重視した環境保全協定書の調印式を昨年の１２月に行いました。関係地

域の皆様方の御理解と御協力に対しまして、心より厚くお礼を申し上げます。 

 計画を進めるに当たり、既設の施設以上に厳しい環境基準値により、新しい施設の計画を進め

ていく考えでございます。焼却施設などと汚泥再生処理センターとは整備計画を並行して進めて

まいりますが、両施設の設置予定地域周辺において設置後の振動、騒音、悪臭等々を予測するた

めの調査である環境アセスメントを平成１９年度に実施する予定であり、今後も自然環境などに

十分配慮した整備を進めてまいる所存でございますので、御理解と御協力を賜りますようにお願

いを申し上げます。 

（２）公共下水道事業について。昨年５月に供用開始しました中央水処理センターは順調に稼働

し、現在１日約２００トンの汚水処理をいたしております。供用開始後の新規接続件数は現在ま
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で３８件となっており、今後もさらなる啓発に努め、加入率向上に取り組んでまいる所存でござ

います。平成１９年度事業につきましては亀川迎町地区、本町地区及び下ル町地区の管渠布設工

事を予定いたしており、特に亀川迎町地区につきましては雨水渠整備を並行して行う予定として

おります。 

（３）漁業集落環境整備事業について。２月臨時会で御承認いただきました芦辺漁港浄化セン

ター建設工事につきましては、平成１９年度末完成を目指しているところでございます。平成

１９年度事業につきましては引き続き浄化センター建設工事、管渠布設工事、集落道整備工事及

び排水路整備工事を予定いたしており、早期の供用開始を目指し、鋭意取り組んでまいる所存で

ございます。 

（４）合併処理浄化槽設置整備事業について。点在した家屋の生活環境改善のために取り組んで

おります本事業は、平成１８年度に１２７基の設置見込みであり、平成１９年度も引き続き

１３０基を設置するよう計画をいたしております。今後も、先人たちが残してくれたすばらしい

自然を守り後世に残すために、下水道事業を初めとする諸事業に積極的に取り組んでまいる所存

でございます。 

６．建設 （１）道路、河川などの整備について。道路整備につきましては補助事業、起債事業、

単独事業などにより整備を進めておりますが、本年度は補助事業３路線、起債事業１１路線、交

付金事業４路線の整備を計画いたしております。単独事業につきましては、財政事情などにより

計画を見送っております。 

 急傾斜地崩壊対策事業につきましては、継続事業として石田町の志自岐地区を、勝本町の本町

２地区、郷ノ浦町の宇土地区の整備を行う予定といたしております。 

 都市計画事業のまちづくり交付金事業における郷ノ浦地区につきましては、第２期の取り組み

として、平成１８年度から継続事業として壱岐の中心地区再生に向けた「地域の安全・安心・豊

かに暮らせるまちづくりの創造」を目標に掲げ、道路、歩道、公園整備などを進めているところ

でございます。 

（２）公営住宅建設事業について。平成１９年度につきましては白水団地、寺頭団地の建てかえ

及び古城団地、元居団地、大久保団地の外壁改修を計画しております。また、老朽化による維持

補修費も、限られた財源ではございますが、できる限りの対応を行う所存でございます。 

（３）水道事業について。水道水の安定供給を図るため、沼津柳田地区の簡易水道、八幡諸吉地

区の簡易水道の基幹改良事業を継続して本年度も実施することにいたしております。簡易水道な

ど施設整備費補助制度につきましては、厚生労働省から補助制度見直しの骨子が示され、統合す

べきにもかかわらず統合しない簡易水道事業には補助をしない、ただし平成１９年度から３年以

内に統合、または統合計画を示した簡易水道事業は１０年間は補助対象とするなどの内容でござ

- 23 - 



います。よって、平成１９年度から上水道事業への統合に向けて対応してまいる所存でございま

す。 

７．教育 （１）社会教育関係について。まちづくりは人づくりの概念に基づき、社会教育、生

涯学習の推進を鋭意進めております。新年度につきましても人権尊重に基づいた人権学習を初め

青少年健全育成、心豊かな人をはぐくむ芸術文化活動の推進、いつでもどこでもだれでも気軽に

スポーツに親しむことができるコミュニティースポーツの推進や、石田スポーツセンターの利用

推進及び施設などの環境整備を進めてまいります。 

 また、生涯学習の拠点施設である公民館活動の活性と、自治公民館活動の充実を図ってまいる

所存でございます。 

 優しさ、たくましさ、粘り強さを養うタフ事業も２期目を迎え、さらに充実すするために、市

内２小学校、１中学校を指定し、学校を中心に地域との連携を図り、地域の宝である青少年の健

全育成にも傾注し社会教育の諸事業を推進してまいります。事業の定着と情報の発信を合い言葉

に、関係諸機関、諸団体の方々の御支援と御協力をいただきながら取り組んでまいる所存でござ

います。 

（２）学校教育について。中学校の統廃合問題につきましては、平成１９年３月中に統廃合に関

する調査研究機関として、「中学校統廃合に関する懇談会」の組織づくりを進めております。懇

談会の開催と並行しまして、平成１９年度前期に第１回パブリックコメントの実施も予定してお

ります。状況などは随時、議員の皆様へ御報告を申し上げ、御意見を賜る所存でございます。 

（３）給食費未納問題について。給食費の未納につきましては全国的に問題になっているところ

でございますが、壱岐市における未納は平成１７年度末で約５３０万円となっております。この

ため、給食センター職員及び各学校ＰＴＡなどの御協力により徴収を行っておりますが、厳しい

島内経済状況もあり、大変苦慮しているところでございます。 

 しかし、このまま未納がふえますと今後の給食の質にも関係いたしますので、関係方面との協

議を早急に進めて対応し、良質な給食の提供を維持してまいる所存でございます。 

８．医療 （１）壱岐市民病院について。 

 ①診療体制についてでございますが、入局者不足のため大学医局の医師が減少し、その影響が

市立病院にも出ております。壱岐市民病院では、平成１９年度、九州大学から心療内科１名、泌

尿器科１名、精神科２名、福岡大学からは第３内科１名、整形外科２名、久留米大学からは小児

科１名、産婦人科１名、眼科１名、山口大学からは外科１名の派遣をいただき、院長、副院長を

加えまして常勤医師１３名の体制でスタートの予定であります。平成１８年度当初の１５名体制

から内科医師２名が減となることから、一刻も早い医師の確保に向けて鋭意取り組んでまいる所

存でございます。 
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 ②運営状況について。１月末までの経営状況につきましては、１日当たりの平均患者は入院

１３６人、外来３６８人となっております。１７年度実績と比較いたしまして入院がプラス

３.３人、外来がマイナス２４.５人となっております。今年度の抜本的な運営改革の一つとして

「一般病棟の再編成」を計画いたしております。「３病棟１３０床の一般病棟」を「２病棟

１００床の一般病棟と３０床の回復期リハビリテーション病棟」に再編する予定でございます。 

 回復期リハビリテーション病棟は、脳血管疾患や大腿骨・頸部骨折などの患者に、発症直後か

ら系統的なプログラムによる集中的なリハビリテーションを実施して日常生活動作を向上させ、

寝たきり防止と家庭復帰につなげるものであります。同病棟には医師１名、理学療法士２名、作

業療法士１名が専属で従事する必要がありますが、看護師の配置基準が一般病棟に比べて緩和さ

れること、また平均入院日数算定が除外されることなどの点から、より効率的な病棟運営が可能

になると考えております。専従医師、リハビリ職員などの確保が解決すれば直ちにスタートでき

るよう事前の準備に入っております。 

 院内で発足した経営改善委員会の取り組みの成果が、病棟再編成、未収金対策などに出てきて

おります。また、各担当部署別に収益拡大、経費削減に取り組んでいくためのデータ分析や実施

計画を構築いたしております。 

 ③経営アドバイザーの招聘について。病院運営のあり方、経営改善の方向性などに関する助言、

指導を得るために、経営アドバイザーとして市山勝彦氏に１月より就任していただきました。ま

ず傷病の発生状況と医療機関への受診状況などを把握するため、壱岐市が調査したデータをもと

に、市民病院、かたばる病院の役割やあり方を検討するための基礎資料を作成をしていただきま

した。 

 また、職員の意識改革と患者サービスの改善向上を図るための職員研修などを、経営アドバイ

ザーに進めてもらっております。既に全職員を対象にした「患者サービスの向上」に関する研修

会を実施してもらい、続いて「職場管理者、リーダーの役割」と題して中間管理者層の研修を実

施する予定でございます。このように経営アドバイザーの助言指導などを具体的な実行に移して、

経営向上のスピードアップにつなげてまいる所存でございます。 

 ④壱岐市病院事業運営審議会について。壱岐市病院事業運営審議会につきましては、既に２回

の審議を行い、審議事項の一つである市立病院の役割に関することを審議していただきました。

人工透析治療につきましては拡充の要望があるけれども、地域医療連携の中で調整の必要がある。

産婦人科、小児科については、壱岐では診療科を持つ病院が少ないので赤字でも継続すべきだ

等々の貴重な御意見を賜りました。今月末に第３回目の会議を予定し、現行の経営上の課題と対

策に関することを審議していただくようにしております。今後も住民が利用しやすい病院である

ことを第一に考え、サービスの向上及び経営の改善に努めてまいる所存でございます。 

- 25 - 



（２）かたばる病院の診療体制について。   

 ①診療体制について 

 現在、常勤医師２名の体制で診療を行っておりますが、３月３１日付で内科医長が退職をする

ことから、急遽、常勤医師確保に迫られたため、医師あっせん会社などに出向き、医師の紹介を

お願いをいたしました。４月１日からは勤務可能な内科医師を確保することができ、引き続き常

勤医師２名体制を維持することができました。 

 ②運営状況についてでございますが、平成１８年度の診療実績見込みとしましては、入院患者

数は１日平均患者数が４６.５人であり満床状態が継続しております。また、外来患者は２８人、

これは検診患者を含んでおりますが、２８人となる見込みであります。収益につきましては、昨

年４月からの療養病床見直しにより、医療の必要性が低い患者の入院基本料が大幅に削減をされ

減収となる見込みであります。 

９．消防救急について。平成１８年中の災害発生状況は、火災２４件、救急１,４３２件、救助

４１件、昨年比では火災２１件、救急３８件の減となっており、さらには昨年１年間、石田町内

において無火災を達成されました。これは近年では初めての快挙であり、市民各位の火災予防指

導の普及徹底のたまもので、今後ともこの無火災を継続されることを心より御期待を申し上げま

す。 

 昨年の１２月から長崎県ドクターヘリが、大村市の長崎医療センターを基地として運行開始を

されております。２月末日までの搬送件数は県下で７０件であり、壱岐市からの搬送は７件で、

うち２件は福岡市に搬送をいたしております。今後の急患搬送が、より一層円滑に実施されるも

のと確信いたしております。今後も市民皆様の身体、生命、財産を守るために、より一層努力を

してまいる所存でございます。 

 次に、議案関係について御説明申し上げます。 

１．平成１９年度予算について。   

 平成１９年度の地方財政は、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が大幅に増加する

ものの、公債費が高い水準で推移することや社会保障関係費の自然増などにより、依然として大

幅な財源不足が生じるものと見込まれております。 

 このため、国の「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００６」に沿って、国の歳出予

算と歩を一つにして地方歳出を見直すこととし、定員の純減や給与構造改革などによる給与関係

経費の抑制や地方単独事業の抑制を図り、これらを通じて地方財政計画の規模の抑制に努めるこ

とにより財源不足額の圧縮を図ることとする一方、地方交付税の現行法定率を堅持しつつ、安定

的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源の総額を確保することを基本とし、地

方財政対策を講じることとされており、またあわせて地方財政の健全化を図るために交付税特別
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会計の新規借り入れを廃止するとともに、計画的な償還を開始することとされております。 

 本市の財政は市税などの自主財源に乏しく、収入の多くを地方交付税や国庫支出金に依存をい

たしておりますが、国の財政構造改革により国庫支出金などの収入が減少し、一段と厳しい状況

にあります。平成１７年度末の市債現在高は、普通会計でございますが２５２億円となり、義務

的経費の割合が高く、また経常収支比率が８９.４％と高くなるなど、各種施策に柔軟に対応す

ることが困難な状況にあります。平成１９年度の地方交付税の総額は１５兆２,０２７億円、前

年度と比較しまして７,０４５億円、約４.４％の減となっております。 

 こうした中、本年度予算の編成に当たりましては、行財政改革大綱をいま一度確認し、単に前

年度と同様に事業を継続して執行することなく、市民意識、国、県、社会情勢の変化、経済の動

向を注視しながら既存の事務事業を見直し、自主性と責任により限られた財源を効率的かつ効果

的に活用し、住民福祉の増進を図るための予算編成を行っておりますが、財源不足につきまして

は基金取り崩し、市債借入金により補てんをしております。 

 なお、一般会計予算規模は２１９億１,０００万円、前年比８億１,８００万円、３.９％増で、

また特別会計を含めた予算規模は３５８億３,０１８万円、前年比１４億１,１５５万円、約

４.１％の増となっております。 

２，その他の議案について。   

 次に、予算以外の議案のうち、主なものについて御説明をいたします。 

 議案第１８号の「収入印紙及び長崎県収入証紙等購買基金条例の制定について」でございます

が、これは長崎県からの権限移譲により、平成１９年４月１日からパスポートの発給事務を壱岐

市で行うこととなり、市民の利便性の向上を図るために、申請、交付時に必要となる収入印紙な

どを本庁舎内で取り扱うことに伴うものであります。 

 議案第３１号から３４号までの指定管理者の指定についてでございますが、平成１８年度にお

きましては４カ所の社会福祉施設の指定管理について壱岐市社会福祉協議会と単年度で協定を締

結しておりましたが、平成１９年４月から改めて指定する必要があり、実績に基づき双方で内容

を精査したところ、合意いたしましたので、平成１９年度から２１年度までの３カ年について指

定管理に関する協定を締結することにいたしております。その他の案件につきましては担当部課

長から説明させていただきますので、御了承を賜りたいと存じます。 

 以上をもちまして、平成１９年度の市政運営に対する所信の一端と当初予算案などについて申

し述べましたが、山積する行政課題に対応しながら行財政改革を推進し財政の健全化に努めます

とともに、壱岐市の基盤づくりに誠心誠意全力で取り組み、活気ある魅力あふれるまちづくりに

取り組んでまいる所存でございます。議員皆様方並びに市民の皆様方の御理解と御支援を賜りま

すようにお願いを申し上げ、施政方針の説明といたします。 
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 なお、本日提出いたしました議案は、条例関係１５件、予算２０件、その他１１件でございま

す。何とぞ慎重なる御審議の上、適正なる御決定を賜りますようお願いを申し上げまして終わり

たいと思います。 

 以上でございます。 

〔市長（長田  徹君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  これで施政方針の説明は終わりました。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時２０分とします。 

午前11時11分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時20分再開 

○議長（深見 忠生君）  再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１号～日程第５３．陳情第２号 

○議長（深見 忠生君）  次に、日程第５、報告第１号壱岐市国民保護計画の作成についてから、

日程第５３、陳情第２号「核兵器全面廃止・廃絶国際条約の締結促進を求める意見書」採択につ

いての陳情まで、４９件を議題とします。 

 ただいま上程しました議案について、提案理由の説明を求めます。長田市長。 

〔市長（長田  徹君） 登壇〕 

○市長（長田  徹君）  提案理由につきましては、各担当部課長よりさせますのでよろしくお願

いいたします。 

〔市長（長田  徹君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  松本総務部長。 

〔総務部長（松本 陽治君） 登壇〕 

○総務部長（松本 陽治君）  それでは、報告第１号について御説明をいたします。 

 壱岐市国民保護計画の作成についてでありますが、本計画作成につきましては国民保護法に基

づきまして壱岐市国民保護協議会における審議、あるいは長崎県との協議を経まして、去る２月

１４日に壱岐市国民保護計画を決定いたしました。この計画につきましては議会に報告し公表を

することになっておりますので、本定例会に御報告をするものでございます。 

 内容についての説明は省略をさせていただきたいと思いますが、目的は、国民みんなが自由で

平和な社会であることを願っておりますが、万が一、武力攻撃事態等に至った場合、市は住民の

生命、身体、財産を保護する責務がございます。したがって、国民保護法に基づく国民の保護の

ための措置を実施するための市の責務と計画等について定めるものでございます。 
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 第１編が総論、第２編は平素からの備えや予防、第３編が武力攻撃事態等への対処、第４編が

復旧等、そして第５編の緊急対処事態への対処から構成をいたしております。今後、この計画に

基づきまして具体的な避難実施要領、いわゆる避難マニュアルを作成することといたしておりま

す。 

 次に、議案第６号について御説明をいたします。長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の増減及び規約の一部を変更する規約、提案理由は記載のとおりでございます。 

 今回の変更は、まず一つとして、北松特別養護老人ホームを含む３つの団体が３月３１日をも

って解散をいたします。そのことから、当組合から脱退をすることになります。２番目に、４月

１日から長崎県後期高齢者医療広域連合など３つの団体が新たに加入をいたします。それから

３つ目に、法改正に伴いまして会計管理者を設置すること及び「吏員」を「職員」に改めること

などによるものでございます。施行日は平成１９年４月１日でございます。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

〔総務部長（松本 陽治君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  久田財政課長。 

〔財政課長（久田 賢一君） 登壇〕 

○財政課長（久田 賢一君）  議案第７号平成１８年度壱岐市一般会計補正予算（第８号）につい

て説明いたします。 

 第１条、歳入歳出予算の補正で歳入歳出予算の総額から２億７,７７５万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を２２３億６２９万５,０００円とします。２項、歳入歳出予算の補正の款

項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補

正によります。 

 第２条は繰越明許費でございます。第２表の方で説明をいたします。 

 第３条は債務負担行為の補正で、債務負担行為の追加は第３表により説明をいたします。 

 第４条は地方債でございます。地方債につきましても第４表により説明をいたします。 

 次に、６ページをお開き願います。第２表繰越明許費でございます。介護保険事業特別会計繰

り出し金ほか１７事業につきまして１５億８,８１９万８,０００円の繰り越しをお願いするもの

でございます。繰り越しの個別の事業名、理由につきましては、別紙に配付をいたしております

平成１８年度補正予算概要──２の１の方でございますが──に記載のとおりでございますので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、第３表の債務負担行為補正の１追加でございますが、事項が平成１８年度葉たばこ災害

特別対策資金利子補給金で、借り入れ総額が４,４２３万円、期間が平成１９年度から平成

２３年度までの５カ年間、限度額を１９９万１,０００円と定めております。これは平成１８年
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産の葉たばこの災害に対しまして、壱岐市農協が災害特別対策資金の貸し付けを３％で行います。

これに対しまして１.５％の利子助成を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。第４表地方債補正、１変更でございます。事業費の変更、精算

見込みなどによりまして、それぞれ増減をいたしております。これによりまして本年度の借り入

れ総額が３０億２,８３０万円となっております。 

 次に、１４ページをお開き願います。２、歳入、１２款１項分担金は事業費の確定によりまし

て、それぞれ増減をいたしております。１２款２項の負担金は、老人ホームの分でございまして、

認定のおくれなどによりまして事業費の負担金を減額いたしております。 

 １３款１項使用料でございますが、幼稚園使用料につきましては長期預かり保育の中止などに

よりまして減額をいたしております。教職員住宅使用料の減額は、入居者の減少によるものでご

ざいます。 

 次に、１４款１項の国庫負担金の児童福祉負担金の５,４１６万３,０００円の減額は、児童扶

養手当給付費負担金でございまして、補助率が４分の３から３分の１に変更になったための減額

でございます。生活保護費負担金の減額は精算見込みによる減額でございます。 

 次のページをお開き願います。１４款２項国庫補助金でございます。住宅費補助金の追加でご

ざいますが、これは補助金の額の確定によるものでございます。次の小学校費の補助金、住宅建

築物耐震改修等事業補助金、それから中学校補助金の同補助金につきましては、入札による執行

残のために減額いたしております。社会教育費補助金の減額でございますが、これは変更申請に

よる減額でございます。 

 次に、１５款２項の県補助金は額の確定、事業費の変更などによりまして、それぞれ増減をい

たしております。 

 次に、２０ページをお開き願います。１７款１項寄附金、指定寄附金の６００万５,０００円

でございますが、これは旧勝本町にございました産業振興事業所が機械銀行に統合されたことに

伴いまして、余剰金を寄附金として受け入れをいたしております。寄附金として受け入れをいた

しまして、歳出につきましては全額、地域振興基金の方へ積み立てをいたしております。 

 それから、１８款２項の基金繰入金でございますが、財政調整基金、それから栽培漁業振興基

金の繰入金につきましては財源調整のために減額をいたしております。肥育素牛導入資金貸付基

金繰入金１,０００万円は、基金条例の廃止に伴いまして全額繰り入れをいたしております。 

 次に、２１款１項の市債でございますが、事業費の変更などによりまして、それぞれ増減をい

たしております。 

 次に、２４ページをお開き願います。３の歳出でございますが、歳出につきましても事業の精

算見込み、それから決算見込みなどによりまして減額、組み替えをさせていただいておりますの
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で、追加の箇所についてのみの説明をさせていただきます。 

 ２款１項総務管理費の一般管理費の報償費は、嘱託職員の退職慰労金を追加をいたしておりま

す。１１の需用費につきましては、市の例規集の追録代の印刷代を追加をさせていただいており

ます。２５の積立金は、旧勝本町の産業振興事業所からの寄附金でございます。 

 次に、２款２項の徴税費の１目税務総務費の１９節で返還金を３２２万９,０００円追加をい

たしておりますが、これは課税誤りによる税の返還金で、土地、建物２件分の追加をさせていた

だいております。２目の賦課徴収費の２３節の償還金利子及び割引料でございますが、これも課

税誤りによる建物の過誤納還付金を追加をさせていただいております。 

 次のページをお開き願います。３款１項社会福祉費の３目の老人福祉費でございますが、外出

支援サービス事業委託料、食の自立支援事業委託料、それから老人入湯助成金につきましては実

績見込みによりまして、それぞれ追加をさせていただいております。 

 次に、３１ページをお開き願います。６款１項３目の農業振興費の１９節の一番下の行でござ

いますが、園芸施設整備事業補助金の追加４３３万１,０００円は、石田の筒城地区、石田地区、

池田地区実行組合へのホイルローダー各１台の購入助成金の追加をいたしております。４目の畜

産業費の１９節、優良系統牛の補助金の追加でございますが、当初５５０頭から、実績見込みが

６５１頭のために追加をさせていただいております。 

 次に、３５ページをお開き願います。６款３項水産業費の２目の水産業振興費の１９節の追加

２５０万円でございますが、これは緊急通報システム機器導入補助金として１５０台分を計上い

たしております。４目の漁港漁場整備費の１９節の県営漁港事業は大島漁港の分でございます。 

 次のページをお開き願います。次の７款の商工費から最後の１１款の災害復旧費までにつきま

しては、決算見込みによりまして、それぞれ増減をいたしておりますので説明を省略をさせてい

ただきます。 

 以上で説明を終わります。 

〔財政課長（久田 賢一君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  小山田保健環境部長。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 登壇〕 

○保健環境部長（小山田省三君）  議案第８号平成１８年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正

予算（第４号）について説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。第１条歳入歳出予算の補正でございますが、事業勘定の歳入歳

出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,８８５万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ４２億６,４６５万４,０００円、直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ２,４１４万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億
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８,９９７万円とする。平成１９年３月２日提出、壱岐市長。 

 １０ページをお願いいたします。歳入補正予算の主なものについて説明をいたします。 

 ３款及び４款の高額医療共同事業負担金については、交付額の確定により、国、県、それぞれ

１６２万５,０００円を減額計上しています。 

 ４款の財政調整基金は、歳出に沿って９４万８,０００円を減額計上しています。 

 ６款の共同事業交付金については、高額医療費共同事業交付金は額の確定、保険財政共同安定

化事業交付金は歳出が決定したのを見込んで、それぞれ減額計上しています。 

 ８款繰入金は財源調整でございます。 

 １２ページをお願いいたします。歳出補正予算の主なものについて説明をいたします。１款

２項の賦課徴収費でございますが、補償期間で不用額となり減額をいたしております。同じく

４項の趣旨普及費でございますけれども、これは国保連合会より３回にわたって全世帯に広報が

配付されましたので、不用となり減額をいたしております。 

 ２款１項、２款４項については財源調整をいたしております。 

 ３款１項老人保健拠出金につきましては、確定により増額をいたしております。 

 次のページをお願いいたします。５款１項共同事業拠出金の１目高額医療費拠出金につきまし

ては、確定により減額をいたしております。２目につきましても決定したために減額をいたして

おります。 

 ６款１項の保健事業費については財源調整でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。直営診療施設勘定について説明いたします。今回の直営診療

施設勘定の補正は、平成１９年度から診療所の経営を、これまでの公設公営から公設民営に移行

することに関連するものでございます。これに伴って、医師及び委託職員の契約を３月３１日で

終了することとなり、契約に沿って退職慰労金を支給するものでございます。歳入は財政調整基

金を充てております。 

 ２２ページをお願いいたします。歳出は医師１名、委託職員５名分で、歳入歳出とも金額は計

上のとおりでございます。 

 以上で議案第８号の説明を終わります。 

 次に、議案第９号平成１８年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について説明をいた

します。 

 １ページをお願いいたします。第１条歳入歳出予算の補正、保険事業勘定の歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ１０３万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２５億５,００８万４,０００円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ３９０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,９９８万２,０００円と
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する。 

 第２条繰越明許費でございますが、６ページをお願いいたします。第２表繰越明許費について

説明いたします。事業名は介護保険電算システム改修事業です。金額は１９９万５,０００円で

す。繰り越しの理由は、医療制度改革に伴い国保連合会と国保後期高齢者医療担当部署並びに年

金保険者との間でデータの交換が必要となったためでございます。 

 １０ページをお願いいたします。歳入補正予算について説明いたします。３款の国庫支出金中、

２目地域支援事業については事業量の減により減額し、３目については人件費が補助対象となり

増額し、５目の介護保険事業費補助金については保険料の特別徴収、医療制度改革システムに伴

う改修事業費補助金２８７万円を計上しております。 

 ４款支払い基金交付金、５款県支出金、７款繰入金については事業量の増減に伴って、それぞ

れ増減いたしております。 

 １２ページをお願いします。９款雑入３６万円は自動車共済金でございます。 

 １４ページをお願いいたします。歳出補正予算について説明いたします。 

 １款総務費の上段１９９万５,０００円は、医療制度改革に伴う電算システム改修に伴う業務

委託料で、先ほどの繰越明許費の分でございます。２段目の介護認定審査会費は、今年度から介

護保険制度が変わり、区分変更の増加による主治医意見書の事務処理手数料が増加したための増

額でございます。 

 ３款１項の介護予防事業については、事業量の減により減額をいたしております。２項の包括

的支援事業任意事業については、同じく事業量の減により減額計上しております。 

 次に、介護サービス事業勘定について説明いたします。２０ページをお願いします。歳入補正

予算について説明いたします。 

 １款サービス収入については、予防サービスを受ける人が少なかったため２５５万８,０００円

を減額して計上をいたしております。 

 ２２ページをお願いします。２款事業費については、社会福祉協議会から地域包括支援セン

ターへのケアマネージャーの派遣の時期がずれたことにより減額計上しております。 

 以上で議案第９号の説明を終わります。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  中原建設部長。 

〔建設部長（中原 康壽君） 登壇〕 

○建設部長（中原 康壽君）  議案第１０号平成１８年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算

（第５号）について御説明を申し上げます。 

 第１条、歳入歳出それぞれ１,１８７万円を減額し、歳入歳出それぞれ１２億４,３２１万

- 33 - 



４,０００円とする。 

 ２、補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳

入歳出予算補正による。 

 第２条、明許繰り越し費、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用

することができる経費を第２表に記載をいたしております。本日の提案でございます。 

 ２ページから３ページをお開きいただきたいと思います。歳入歳出予算補正、歳入の部では

２款使用料及び手数料で１,１４４万５,０００円の減額をいたしております。これは水の使用料

の減額が見込まれますので減額を計上させていただいております。 

 それから、７款諸収入で４２万５,０００円の減額ですが、これは農道、市道の補助金の減額

によるものでございます。 

 歳入合計、減で１,１８７万円で、合計１２億４,３２１万４,０００円。 

 歳出の部で、１款総務費で１,１８７万円は、先ほど申し上げましたが水量の減に伴うもので

ございます。 

 続きまして、４ページをお開きをいただきたいと思います。第２表明許繰り越し費、事業名で

水道管布設がえ工事、金額４８８万３,０００円は県道勝本石田線及び市道本村里線ほか４路線

の道路改良工事が遅延になるため、明許繰り越しをお願いするものであります。 

 それでは、事項別明細書で内訳を申し上げます。８ページ、９ページをお開きいただきたいと

思います。２歳入、２款使用料及び手数料で１,１４４万５,０００円の減額ですが、水道使用料

の減額が見込まれるための減額をいたしております。７款諸収入、工事補償金の減額で４２万

５,０００円でございます。 

 続きまして１０ページ、１１ページをお開きいただきたいと思います。歳出の部で、１款総務

費、この中で２目施設管理費で１１節の需用費で２７０万円の減額は光熱費の減が１００万円、

医薬材料費の減額が１７０万円でございます。 

 続きまして、１３の委託料で減の４９６万５,０００円ですが、主なものといたしましては施

設清掃費委託料の減でございまして、永田川及び配水施設の減額によるものでございます。 

 それから、１５節の４２万５,０００円は先ほど申し上げましたように水道補償工事の減額に

伴うものでございます。 

 続きまして、２款の施設整備費で１目簡易水道施設整備事業費で１７節公有財産購入費の

１８万円の増でございますが、工事請負費で簡易水道の沼津柳田地区をやっておりますが、配水

路管の布設にどうしても用地が要るということで、２２４平米の単価８００円ということで、

１８万円のお願いをいたしているところでございます。 

 以上で議案第１０号の説明を終わらせていただきます。 
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 続きまして、議案第１１号平成１８年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第４号）につい

て御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の補正を歳入歳出それぞれ５７３万３,０００円を追加し、歳入歳出それぞれ

９億５,１６０万５,０００円とするものでございます。 

 ２、補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳

入歳出予算補正による。 

 第２条では明許繰り越しを計上させていただいております。 

 ３条で地方債の補正ということで計上させていただいております。本日の提出でございます。 

 続きまして、２ページ、３ページをお開きいただきたいと思います。歳入歳出予算補正で歳入

の部で主なものといたしましては、１款分担金及び負担金で１１０万円の増額。２款使用料及び

手数料で２１１万５,０００円の減額。それから、４の県支出金で１８６万円の増額。５款繰入

金で４９２万７,０００円の増額。７諸収入で減額の１３万９,０００円。８の市債で１０万円の

追加。補正額といたしまして５７３万円の増額でございます。 

 続きまして、歳出の方を申し上げます。 

 １款下水道事業費で管理費の１０万円の追加でございます。２款漁業集落排水整備事業で２項

の施設整備費で５６３万円の増額。合計５７３万３,０００円の補正をお願いするものでござい

ます。 

 続きまして、４ページ、５ページをお開きいただきたいと思います。第２表明許繰り越しでご

ざいますが、事業名が芦辺漁港漁業集落排水整備事業２億１,０４０万円でございまして、先月

締結議決をいただきました芦辺漁港浄化センターの分でございます。 

 続きまして、第３表地方債の補正でございますが、補正前が１億８,２７０万円で補正後が

１億８,２８０万円ということで、１０万円の追加をお願いをいたしております。 

 それでは、事項別明細書で御説明をいたします。１０ページ、１１ページをお開きをいただき

たいと思います。歳入の部で１目建設費負担金では１１０万円の増でございますが、８件の加入

があっておりますので１１０万円の計上をいたしております。 

 ２款使用料及び手数料では、１目下水道使用料では水道料の減が見込まれますので減の

２１３万５,０００円の計上をさせていただいております。 

 それから、２款の使用料及び手数料の２項手数料では２件の指定工事店登録料がございました

ので２万円の追加。 

 ４款県支出金１項県補助金では、増額の１８６万円。内容といたしましては、漁業集落環境整

備事業費補助金増１５５万円、漁村生活環境整備事業交付金３１万円の増でございます。 

 それから、５款繰入金では一般会計繰入金で４９２万７,０００円の増額をお願いするもので
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ございます。内容といたしましては、公共下水道が１３６万３,０００円の増額を、漁業集落で

３５６万４,０００円の増額をお願いするものでございます。 

 続きまして、１４ページ、１５ページをお開きいただきたいと思います。歳出の部を申し上げ

ます。１款下水道事業費１項管理費で１０万円の増でございますが、受益者負担金の納期前納奨

励金が１０件ございましたので１件１万円ということで１０万円の増額をいたしております。

１款下水道事業費２項施設整備費では、工事請負費で１２０万円の減額、これは下水道建設工事

請負費の減額でございます。それから、２２節の補償補てん費及び賠償金で水道管布設がえ工事

費の増で１２０万円の増額をお願いいたしております。 

 それから、２款漁業集落排水整備事業費２項施設整備費では、１３節委託料で設計管理委託料

が決算で減になりますので３２５万７,０００円の減をいたしております。 

 それから、１５節の工事請負費で７２９万円の増額は漁業集落排水整備事業工事費の増額で、

浄化センター工事の外構工事の増額をお願いするものでございます。 

 それから、２２節の補償補てん及び賠償金では水道管の布設がえ工事といたしまして２１０万

円の増額をお願いをいたしております。これはパイが７５で６０メーターの増によるものでござ

います。 

 以上で説明を終わらせていただきますが、何とぞ御審議を賜りまして御決定くださいますよう

によろしくお願いいたします。 

〔建設部長（中原 康壽君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  山本市民部長。 

〔市民部長（山本 善勝君） 登壇〕 

○市民部長（山本 善勝君）  議案第１２号について御説明申し上げます。 

 平成１８年度の壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。第１条、歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１,４００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億６,１３２万円とするも

のであります。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入、１款１項介護給付費収入７９万２,０００円の

減をいたしておりますが、これは通所デイサービスの利用者の減によるものであります。４款

１項基金繰入金を減にいたしておりますが、これは財政調整基金からの繰り入れを今回は行わな

いものでございます。５款１項繰越金１,８９８万８,０００円を計上いたしておりますが、これ

は前年度の繰越金を全額計上するものでございます。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。歳出、１款１項施設介護サービス事業費３９３万

６,０００円の減をいたしておりますが、これは不用見込み額を減額するものでございまして、
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主に需用費の修繕料の３５０万円が大きなものでございます。 

 ２款１項基金積立金１,８９８万８,０００円を補正計上いたしておりますが、これは特養ホー

ムの施設整備に基金積み立てを追加するものでございます。これを加えますと１億３,７００万

円程度になる見込みでございます。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔市民部長（山本 善勝君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  ここで暫時休憩をいたします。 

 再開を１３時といたします。 

午前11時50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（深見 忠生君）  再開します。 

 なお、議案の説明に対しましては簡潔に要旨をまとめて説明をしていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いをいたします。喜多産業経済部長。 

〔産業経済部長（喜多 丈美君） 登壇〕 

○産業経済部長（喜多 丈美君）  議案第１３号について御説明を申し上げます。平成１８年度壱

岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出それぞれ８１１万円を追加をいたしまして、歳入歳出それぞれ１億１,７６７万

５,０００円といたしたいと考えております。本日の提出でございます。 

 ８、９ページをお開きをいただきたいと思います。まず、歳入でございますが、機械使用料

７５０万円増額をいたしておりますのは、これは旧４町の思い思いの部分を足し算して歳入を組

んでおりましたけれども、ロールベーラを導入したこと等によりまして、粗飼料の梱包あるいは

作業効率がよくなったということでの料金の増でございます。 

 それから、受託事業につきましては、公園管理の増が出てきております。 

 次に、１０ページ、１１ページでございますが、歳出で労務賃を８００万円減にいたしており

ます。これは人を１カ所に寄せることでうまくローテーションができたということでの減による

ものでございます。あと消耗品につきましてはどうしても爪等がいかれましたので消耗品費を上

げております。 

 それから、減価償却の積立金につきましては、収支を見ましたときにどうしても平成１９年度

にロールベーラをもう１機入れなければいけないということから１,３００万円積み立てるよう

にいたしております。 

 以上、御審議をお願いします。 
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〔産業経済部長（喜多 丈美君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  中原建設部長。 

〔建設部長（中原 康壽君） 登壇〕 

○建設部長（中原 康壽君）  それでは、議案第１４号平成１８年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第４号）について御説明を申し上げます。 

 収益的収入及び支出の部で、第１款水道事業費用で５４５万円の減額を、第１項営業費用で

７００万円の減額を、第２項営業外費用で１５５万円の増をお願いするものでございます。 

 続きまして、資本的収入及び支出の部で収入でございますが、第１款資本的収入第１項負担金

で１,５５６万円の減額を、支出の部で第１款資本的支出第１項建設改良費で２,３００万円の減

額をお願いするものでございます。本日の提出でございます。 

 続きまして、６ページ、７ページの貸借対照表をごらんいただきたいと思いますが、７ページ

の下の方ですが、資本剰余金合計、イロハとありますが、ハで当年度末処分利益剰余金というこ

とで、３,８９３万４,７２３円を見込んでおります。 

 続きまして、８ページ、９ページをお開きいただきたいと思います。収益的支出でございます

が、１款水道事業費用では７節の修繕費で７００万円の減額、これは配水装置修理代の減額でご

ざいます。 

 それから、２項営業外費用では消費税の１５５万円の増額を計上させていただいております。 

 続きまして、資本的収入及び支出の部の収入でございますが、１款資本的収入で１節工事負担

金で１,５５６万円の減額でございますが、配水管移転補償費の減でございます。これは県道渡

良初瀬線の用地交渉の結果がまとまらずということで、佐野美水源というものを上水で持ってお

りますが、そこのボーリング掘削の費用が減ということでここに計上をさせていただいておりま

す。 

 それから、支出の部で１款資本的支出で１節工事請負費で２,３００万円の減でございますが、

先ほど収入で申し上げましたように佐野美水源等のボーリング等の掘削ができないということで

減額をお願いするものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきますが、よろしく御審議賜りますようよろしくお願いします。 

〔建設部長（中原 康壽君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  松本総務部長。 

〔総務部長（松本 陽治君） 登壇〕 

○総務部長（松本 陽治君）  議案第１５号について御説明をいたします。 

 壱岐市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例、提

案理由は記載のとおりでございます。 
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 今回の改正は、投票時間の繰り上げに対応するために投票管理者及び投票立会人の報酬の額を

改定をするものでございます。 

 現在、三島地区においては投票時間の繰り上げを行っておりますが、投票管理者、立会人の報

酬につきましては、特に規定は設けず、以前の午後６時までの投票時間の報酬が支給をされてお

りましたので、今回規定をするものでございます。 

 なお、今回の条例改正は今後の全体の投票時間の繰り上げのことも考慮して改定をするもので

ございます。 

 議案関係資料の５ページをごらんいただきたいと思います。別冊で議案関係資料というのがあ

ろうかと思いますが、その５ページをごらんいただきたいと思います。５ページの別表というの

は、報酬の額等を規定するものでございます。区分の７と８が投票管理者、１０と１１が投票立

会人でございまして、「法に掲げる額」とあるのを「投票時間を繰り上げる場合は予算の範囲以

内で市長の定める額」に改めるものでございます。 

 額の決定につきましては、法に定める額を時間単位に直し、職務を行った時間を乗じて算出す

ることにいたしております。ちなみに現在の午後８時までの、いわゆる法に定める額というのは、

投票管理者が１万２,７００円、期日前が１万１,２００円、立会人は１万８００円と期日前が

９,６００円となっております。施行日は平成１９年４月１日でございます。 

 以上が、議案第１５号でございます。 

 次に、議案第１６号について御説明をいたします。壱岐市職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例。提案理由は記載のとおりでございます。 

 今回、国に準じて扶養手当の額を変更するものでございますが、これまで配偶者を除く扶養親

族２人まではそれぞれ６,０００円、３人目からは５,０００円であったものを３人目以降も

６,０００円とするものでございます。施行日は、平成１９年４月１日でございます。 

 次に、議案第１７号について御説明をいたします。 

 長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定でございますが、提案理由は記

載のとおりでございます。 

 これは地方自治法の改正に伴いまして、これまで単年度契約をしておりますＯＡ機器あるいは

公用車などのリース契約、庁舎の管理業務委託といった、いわゆる商い、商慣習上、複数年にわ

たる契約を締結することが一般的なものについて、長期契約を結ぶことが可能となりまして、そ

の実施については条例で定めるということになっております。 

 長期継続契約を締結することができる契約というのは、第２条で物品の借り入れ及び保守に関

する契約として事務用機器や情報処理いわゆるＯＡ機器の借り入れ及び保守契約、また公用車の

借り入れ契約などになります。 
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 また、２番目の施設の維持管理及び保守に関する契約としては、庁舎の機械類の維持管理業務

及び保守契約などが該当することになります。 

 施行日は平成１９年４月１日でございます。 

 次に、議案第１８号について御説明をいたします。収入印紙及び長崎県収入証紙等購買基金条

例。提案理由は記載のとおりでございます。 

 本条例の制定につきましては市長の説明にもありましたが、旅券発給事務いわゆるパスポート

事務について本年４月から権限移譲によりまして壱岐市で行うことになります。それに伴い収入

印紙などの取り扱いについても市民皆様の利便性の向上を図るために市役所内、これは郷ノ浦庁

舎で取り扱うこととし、その印紙などの購入については基金をもって管理をするために制定をす

るものでございます。 

 第１条が基金の設置、第２条では基金の額を５０万円としております。第３条は基金の管理に

ついて。第４条では運用益金は一般会計に編入するとしております。第５条は繰り替え運用、第

６条は印紙等の購入計画について定めております。 

 施行日は平成１９年４月１日でございます。 

 以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔総務部長（松本 陽治君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  山本市民部長。 

〔市民部長（山本 善勝君） 登壇〕 

○市民部長（山本 善勝君）  議案第１９号について御説明申し上げます。 

 壱岐市へき地保育所預かり保育の実施に関する条例の制定について。提案理由でありますが、

現在、郷ノ浦内のへき地保育所では、午後３時まで保育を行っておりますが、近年の核家族化の

進行や、職業の多様化などをかんがみ、児童の心身の健全な発達を図るとともに、子育て支援の

一環として預かり保育を実施するものであります。 

 次を、お開き願います。第１条に目的を掲げております。第２条、用語として一時預かり保育、

長期預かり保育を定めています。第３条に実施基準として１項から６項の基準を掲げております。

第４条、預かり保育料の額でございますが、最後のページにお示しをしておりますが、別表とし

て長期預かり保育、月額７,０００円、一時預かり保育日額８００円としております。第５条の

保育料の納付方法及び納入期限を定めております。第６条には保育料の納付期限の猶予を示して

おります。第７条、保育料の滞納に対する措置を掲げております。第８条、委任として預かり保

育の実施に関する事項に関する必要な事項は規則で定めるとしております。 

 この条例は１９年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 
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 続きまして、議案第２０号について御説明申し上げます。 

 壱岐子どもセンター条例の一部の改正について、提案理由でありますが、現在の子どもセン

ターは旧武生水保育園園舎を利用して子供の療育事業を行っておるところでございますが、昭和

４２年建築のため老朽化が進み、事業の遂行に支障を来すようになっております。そのため郷ノ

浦町保健デイサービスセンター２階へ移動しようとするものであります。 

 一部改正の内容でございますが、議案関係資料の９ページをお開き願います。新旧対照表をご

らんになっていただきたいと思いますけれども。第２条名称及び位置で、位置を壱岐市郷ノ浦町

保健デイサービスセンターの位置であります郷ノ浦町本村触９３番地へ変更するものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

〔市民部長（山本 善勝君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  小山田保健環境部長。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 登壇〕 

○保健環境部長（小山田省三君）  議案第２１号壱岐市ペット霊園の設置に関する条例の制定につ

いてについて御説明をいたします。 

 提案理由はペット霊園の設置に関して生活環境への配慮と周辺住民とのトラブルを回避するた

め条例を制定するものでございます。 

 次のページをお開き願います。第１条目的でございますが、ペット霊園の設置及び管理が適正

に行われるための措置を講じることにより、公衆衛生上住民に与える不安を除去するとともに、

住民の生活環境の保全に資することを目的とするものでございます。第２条の定義（３）の近隣

住民の１００メートル以内の根拠でございますが、これは壱岐市墓地経営許可事務取り扱い要領

にあわせたものでございます。第３条設置者の責務について定めております。 

 次のページをお願いいたします。第４条から第８条は設置の許可や協議等一連の手続等につい

て定めています。 

 次のページをお願いします。第９条から第１２条は申請書の提出から許可の基準に至る事務手

続について定めております。 

 次の次のページをお願いいたします。第１３条、１４条でございますが、これは維持管理等地

位の継承、設置者の義務について定めております。 

 次のページをお願いいたします。第１６条から第２０条は報告及び立ち入り検査等、市長の権

限について定めております。 

 次のページをお願いいたします。委任事項、下の欄ですが、第２１条この条例の施行に関し必

要な事項は規則で定めるといたしております。附則、この条例は平成１９年４月１日から施行す

るものでございます。 
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 以上、議案第２１号の説明を終わります。 

 次に、議案第２２号壱岐市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧

等の手続に関する条例の制定について、御説明をいたします。提出日は本日でございます。 

 提案理由は壱岐市一般廃棄物処理施設の整備に伴い壱岐市が設置する一般廃棄物処理施設に係

る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例を制定するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。第１条の目的でございますが、これは廃棄物の処理及び清掃

に関する法律の規定に基づき、一般廃棄物処理施設の設置に係る届出及び一般廃棄物処理施設の

変更に係る届出に際し、市長が実施した周辺地域の生活環境に及ぼす影響についての調査の結果

及び法第８条の第２項第２号から９号までに掲げる事項を記載した書類の縦覧手続並びに生活環

境の保全の見地から意見書の提出の方法を定めることにより、設置または変更に関し利害関係を

有するものに生活環境の保全上の見地からの意見書を提出する機会を付与することを目的とする

ものでございます。第２条の対象となる施設の種類でございますが、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律施行令に規定するごみ処理施設のうち、焼却施設及び一般廃棄物の最終処分場とするも

のでございます。第３条から第４条は、縦覧の告示、場所、期間について定めています。 

 次のページをお願いいたします。４条の２でございますが、縦覧の期間は告示の日から１カ月

間とするといたしております。第５条は意見書の提出先の告示、第６条は意見書の提出先及び提

出期限についてを定めております。第７条には環境影響評価との関係について定めております。

第８条は委任についてでございますが、この条例の施行について必要な事項は規則で定めるとい

たしております。附則としてこの条例は平成１９年４月１日から施行するといたしております。 

 以上で議案第２２号の説明を終わります。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  喜多産業経済部長。 

〔産業経済部長（喜多 丈美君） 登壇〕 

○産業経済部長（喜多 丈美君）  議案第２３号について御説明を申し上げます。議案説明資料の

１１ページ、１２ページ、１３ページも関係があります。 

 まず、２３号でございますが、壱岐市農業機械銀行条例の一部を改正について、壱岐市農業機

械銀行条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。 

 次のページでございますが、壱岐市農業機械銀行条例（平成１６年壱岐市条例１６０号）の一

部を次のように改正する。別表２条関係中「大型トラクター」とありますが、今回改正をします

のは「ハロー」を導入いたしましたので、普通のロータリーの幅が大体一番大きいので２メー

ター１０くらいの部分を３メーター９５の「ハロー」を入れます。そのことで作業効率が

１.８倍ぐらいになりますが、一応料金を５割増しということで７,４４０円にしたいということ
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でございます。 

 それと、次にヘイベーラの中の一式１００円を１２０円ということで、今回お願いをするわけ

でございますが、現在、大体２５万包ぐらいの包数を壱岐市全体で梱包いたしておるというふう

に把握をいたしております。そのうちに既存の機械組合で約５０％ですから１００円程度で自分

たちが機械も購入していますから１００円等でくくっているのじゃないかなというふうに思って

いますが、あと残り１５万包ぐらいを１５０円から２００円で梱包されているということでござ

います。現在、機械銀行が持っておりますヘイベーラ５台で壱岐市全体を網羅をすることができ

ませんので、既存の機械組合との価格の均衡を図るために、最終的には１５０円程度にしたいと

いうことで、本年２０％アップの１２０円で平成２０年、２１年に１５０円まで到達させたいと

いうことで提案するものでございます。 

 以上が２３号の説明でございます。 

 次に、議案第２４号壱岐市設置による郷ノ浦町肥育素牛導入資金貸付基金条例の執行に伴う経

過措置を定める条例の廃止についてということで、本日提出をいたしますが、これは財政課長の

補正予算の説明でもありましたように、旧郷ノ浦町で肥育素牛の基金を利用して借りておられた

方が完納になりましたので、経過措置の条例をやめて新しい市の条例に切りかえるということで、

経過措置による条例を廃止するものでございます。 

 次に、議案第２５号でございます。壱岐市ターミナルビル条例の一部を改正についてというこ

とで提案をいたしますが、現在、郷ノ浦あるいは芦辺については既に供用開始をいたしておりま

すが、印通寺港ターミナルビルにつきましても４月１日から新たに供用を開始することになりま

す。それで港の三つのターミナル全部そろいましたので、それぞれ字句あるいは項目をすべて統

一をして、今回改正をするものでございまして、基本的な考え方としては３ターミナルビルとも

建設費をもとにしまして、ターミナルの使用料につきましては公営住宅法に基づきます方式で計

算をして、それぞれかかった費用からそれぞれの１平米あたりの単価を出してここに掲載をいた

しております。 

 それから、利益を生むところ、すなわち売店等の経営をするところについてはそれの８０％増

しということで計算をいたしております。そこにいろいろ掲げておりますが、３ターミナルとも

ほぼ余り変わらないような料金になるのかなというふうに思っております。これもよろしくお願

いをいたしたいと思います。 

 以上、説明を終わります。 

〔産業経済部長（喜多 丈美君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  久田教育次長。 

〔教育次長（久田 昭生君） 登壇〕 
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○教育次長（久田 昭生君）  議案第２６号壱岐市体育施設条例の一部改正について御説明いたし

ます。提案理由は掲載のとおりでございます。 

 第１条第１項において体育施設の名称及び位置を定めているところですが、この中の「芦辺体

育館」を削除し、「石田体育館」を「石田スポーツセンター」に改めるものでございます。芦辺

体育館につきましては、これまで社会体育施設として管理しておりましたが、今後は学校施設と

して改築を視野に入れて管理してまいります。石田体育館につきましては、石田スポーツセン

ターの設置に伴いまして名称を改めるものでございます。 

 また、第３条別表で施設の使用料を定めておりますが、新たに石田スポーツセンターの使用料

を定めております。 

 なお、この料金設定につきましては、大谷体育館の施設使用料等を参考に準じて定めておりま

す。 

 なお、施行日は４月１日といたしております。 

 続きまして、議案第２７号壱岐視聴覚ライブラリー条例の一部改正について御説明いたします。

提案理由は記載のとおりでございます。 

 改正の内容につきましては、１月１日からの機構改革に伴い、教育委員会の位置が郷ノ浦から

芦辺へと移転したことにより、壱岐視聴覚ライブラリーの位置を壱岐市芦辺町芦辺浦５６２番地

に変更するものです。 

 条例公布の日からの施行にいたしております。 

 続きまして、議案第２８号壱岐市公民館条例の一部改正について御説明いたします。 

 本条例の改正につきましても、議案第２７号と同様に教育委員会の移転に伴います壱岐市中央

公民館の位置の改正をいたすものでございます。 

 なお、ただいま御説明いたしました条例改正につきましては、新旧対照表を議案関係資料の中

に添付いたしておりますので御参照いただきたいと存じます。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

〔教育次長（久田 昭生君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  山内病院管理部長。 

〔病院管理部長（山内 義夫君） 登壇〕 

○病院管理部長（山内 義夫君）  議案第２９号壱岐市民病院及びかたばる病院診療費、使用料及

び手数料徴収条例の一部改正について御説明をいたします。 

 提案理由といたしましては、健康保険法の改正によりまして出産一時金が増額されたこと及び

県内各医療機関と比較をいたしまして格差が大きいため、改正するものであります。 

 次のページをお開き願います。別表第１といたしまして３条関係でございます。分娩料等々の
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ところでございます。分娩料「１１万円」を「１３万円」に、２万円増額いたします。また、

２項と同部の２は帝王切開の手術の分娩介助料でございます。これを「９万円」から「１１万

円」に改めるということでございます。施行期日といたしまして、本年の４月１日を予定いたし

ております。 

 参考までに前回の改正は平成１３年度に改正が行われておりますので、今回は６年ぶりの改正

ということでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〔病院管理部長（山内 義夫君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  松本総務部長。 

〔総務部長（松本 陽治君） 登壇〕 

○総務部長（松本 陽治君）  議案第３０号について御説明をいたします。過疎地域自立促進計画

（変更）の策定について、提案理由は記載のとおりでございます。 

 本議案につきましては、長崎県防災行政無線の再編整備によりまして、衛星通信回線のデジタ

ル化と地上系回線の整備が行われることによりまして、整備事業費にかかる費用負担が伴うこと

になります。したがいまして、過疎対策事業債の適用を受けるために壱岐市過疎地域自立促進計

画にこの事業を追加するものでございます。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。右側が変更後でございますが、３の交通通信体

系の整備、情報化及び地域間交流の促進の（２）その対策及び（３）事業計画の中に追加をする

ものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〔総務部長（松本 陽治君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  山本市民部長。 

〔市民部長（山本 善勝君） 登壇〕 

○市民部長（山本 善勝君）  議案第３１号について御説明申し上げます。 

 壱岐市郷ノ浦町デイサービスセンターの指定管理者の指定について、管理を行わせる公の施設

の名称及び所在地壱岐市郷ノ浦町デイサービスセンター、壱岐市郷ノ浦町坪触３０９９番地。指

定管理者となる団体、社会福祉法人壱岐市社会福祉協議会、代表者名会長松嶋惣一、指定の期間、

平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日。 

 提案の理由でありますが、郷ノ浦町デイサービスセンター──後から出てきます勝本かざは

や、芦辺町つばさ、石田町総合福祉センターにつきましては、社会福祉法人壱岐市社会福祉協議

会に平成１８年９月１日から平成１９年３月３１日までを期間として指定管理協定書を締結いた

しているところでございますが、期間満了に伴いまして平成１９年４月から改めて指定する必要
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があります。本来、市が直営で行うべき４施設の管理を当初、社会福祉協議会に指定したことは、

これまでの経緯からでございまして、デイサービスなどの事業を実施している４施設の管理を社

会福祉協議会以外に任せることは非合理的と思われますので、指定管理者の指定に関する条例第

６条指定管理者の候補者の特例によりまして非公募により、再度平成１９年４月から新しく期間

を定め、施設の特殊性から見て指定管理者として壱岐市社会福祉協議会へお願いするものであり

ます。 

 指定期間として非公募の場合、会館など施設で維持管理業務が主たる業務の場合は、壱岐市指

定管理者制度導入の基本指針といたしまして、最長期間３年間の契約が可能でありますので、最

長期間といたしております。 

 以上で説明を終わります。 

 続きまして、議案第３２号について御説明申し上げます。 

 壱岐市勝本町ふれあいセンターかざはやの指定管理者の指定について。管理を行わせる公の施

設の名称及び所在地壱岐市勝本町ふれあいセンターかざはや、壱岐市勝本町大久保触１７３６番

地２。指定管理者となる団体、社会福祉法人壱岐市社会福祉協議会、代表者名会長松嶋惣一、指

定の期間、平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日。 

 提案理由でございますが、議案第３１号の説明と同じでございますので省略させていただきま

す。 

 続きまして、議案第３３号について御説明申し上げます。 

 壱岐市芦辺町クオリティライフセンターつばさの指定管理者の指定について。管理を行わせる

公の施設の名称及び所在地壱岐市芦辺町クオリティライフセンターつばさ、壱岐市芦辺町箱崎中

山触２５４８番地。指定管理者となる団体、社会福祉法人壱岐市社会福祉協議会、代表者名会長

松嶋惣一、指定の期間、平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日。 

 提案理由は議案第３１号の説明と同じでございますので省略させていただきます。 

 続きまして、議案第３４号について御説明申し上げます。 

 壱岐市石田町総合福祉センターの指定管理者の指定について。管理を行わせる公の施設の名称

及び所在地壱岐市石田町総合福祉センター、壱岐市石田町石田西触１４８６番地１。指定管理者

となる団体、社会福祉法人壱岐市社会福祉協議会、代表者名会長松嶋惣一、指定の期間、平成

１９年４月１日から平成２２年３月３１日。 

 提案理由は議案第３１号の説明と同じでございますので省略させていただきます。 

 以上で説明を終わります。以上、御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

〔市民部長（山本 善勝君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  松本総務部長。 
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〔総務部長（松本 陽治君） 登壇〕 

○総務部長（松本 陽治君）  議案第３５号について御説明いたします。 

 普通財産の減額貸付について、提案理由は記載のとおりでございます。 

 貸し付けの内容は、まず、１、土地、郷ノ浦町田中触１２１１番地７の宅地で面積が３,５３２.８６平

方メートル。２、建物、鉄骨づくりスレートぶき平屋建て、面積が２,１５２.３平方メートルでご

ざいます。目的については、誘致企業用地ということでございます。貸し付けの方法でございま

すが、土地建物賃貸借契約による２分の１減額貸付でございます。期間は平成１９年４月１日か

ら２３年３月３１日までの４年間としております。これは平成１８年度からの５年間という考え

で設定をいたしております。相手方は有限会社イキライフ、代表取締役麻生晋でございます。 

 本件につきましては、昨年９月の議会定例会でも御説明をいたしておりますが、旧郷ノ浦町の

企業誘致跡地において営業中の有限会社イキライフが経営削減や人員削減などを行ってもなお、

厳しい経営状態にあるということから、事業者撤退の話がなされているというようなことで、企

業存続の努力をしてもらい、市民の雇用を確保するということで１８年度から土地建物の賃借料

の軽減を図ってきたところであります。１８年度は年度途中ということで１０月以降無償として

年額２分の１としておりましたが、１９年度以降について今回改めて提案をするものでございま

す。 

 以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔総務部長（松本 陽治君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  久田教育次長。 

〔教育次長（久田 昭生君） 登壇〕 

○教育次長（久田 昭生君）  議案第３６号公の施設を長期かつ独占的に利用させることについて、

御説明いたします。 

 本案につきましては、長崎県立虹の原養護学校壱岐分教室の開設に伴い、長崎県知事より行政

財産の使用許可申請が提出されたことによりまして、壱岐市議会の議決に付すべき公の施設に関

する条例第２条で示しております公の施設について、１年を超える期間にわたり利用させようと

するときは議会の議決を経る必要があることから、提案をさせていただいております。 

 対象の範囲といたしましては、次の図面でお示しをいたしておりますとおり、盈科小学校１階

部分３教室と便所の３０２.７１平米及び校名板設置用地の０.１６平米でございます。利用者は

長崎県知事金子原二郎。利用期間は平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日までといたし

ておりますが、解除の申し出がない限り同一条件をもって１年間更新するものとし、その以降も

同様といたしております。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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〔教育次長（久田 昭生君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  中原建設部長。 

〔建設部長（中原 康壽君） 登壇〕 

○建設部長（中原 康壽君）  続きまして、議案第３７号市道路線の認定と、次の議案第３８号市

道路線の廃止については関連がございますので同時に説明をいたします。 

 議案第３７号市道路線の認定につきましては、道路法第８条２項の規定により市道路線を別紙

のとおり認定をする。提案理由はここに書いておりますように、壱岐市道路網の見直しにかかる

台帳の整備に伴い、市道として認定する必要があるための道路法の規定により議会の議決を求め

るというものでございます。 

 これは合併して３年目になりますが、道路法第８条第１項の規定により合併後、市町村におい

て改めて路線の認定手続が必要でありますので、今回認定と廃止を同時に提出するものでありま

す。 

 なお、路線の本数につきましては、議案の関係資料の３３ページに書いておりますので御参照

をお願いいたしたいと思いますが、３７号での認定路線の総延長を申し上げます。１級路線、路

線数が７５本、総延長１４万６,２３０.３４メーター、２級路線１０７本、１４万９,９９０.１４メー

ター、その他の路線３,９０９本で１１３万４６８.９５メーターでございます。 

 続きまして、議案第３８号を御説明いたします。市道の路線の廃止についてでございますが、

これは旧町の道路台帳を廃止するものでありまして、同じく３３ページの上側に旧町村ごとに書

いております。後で御参照いただきたいと思いますが、その合計だけ申し上げます。１級路線

５４本、１１万４,２３１.３７メーター、２級路線６６本、１１万５,５２１.５１メーター、そ

の他の路線３,７７６本で１１８万３,４０１.４６メーターでございます。旧町の合計が

３,８９６本で総延長が１４１万３,１５４.３４メーターになります。 

 この認定をいただきまして、壱岐市市道道路台帳調書を作成をいたしまして、維持管理及び占

用許可関係の目的で管理するものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第３９号準用河川の廃止について御説明を申し上げます。 

 提案理由は、準用河川原田川の廃止に伴い河川廃止の必要があるため、河川法に基づいて議会

の議決を求めるものでございます。 

 次のページをごらんをいただきたいと思います。河川名ですが、明徳川でございます。右岸が

芦辺町諸吉仲触字片島１００４番地地先から原田川合流点に至る。左岸、芦辺町諸吉仲触字沓石

の辻１３３９番地地先から原田川合流点に至るという、総延長が１,１７５メーターを準用河川

から普通河川に変更するものでございます。 
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 次のページに位置図を差し上げておりますが、青色で書いているのが原田川でございまして、

先般の議会で普通河川に変更したところでございますが、赤で書いておりますが、これは以前、

旧芦辺町が諸吉西地区という地区名で圃場整備が１７ヘクタール終わって排水路が完備してある

ところでございますが、総延長１,１７５メーターを今回普通河川に変更するものでございます。 

 よろしくお願いをいたしたいと思います。 

〔建設部長（中原 康壽君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  ここで暫時休憩をいたします。 

 再開を１４時といたします。 

午後１時51分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時00分再開 

○議長（深見 忠生君）  再開します。 

 久田財政課長。 

〔財政課長（久田 賢一君） 登壇〕 

○財政課長（久田 賢一君）  議案第４０号平成１９年度壱岐市一般会計予算について説明いたし

ます。 

 第１条歳入歳出予算、歳入歳出予算の総額を２１９億１,０００万円とします。第２項歳入歳

出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によります。第２条は債務負

担行為で、その内容につきましては第２表で説明いたします。第３条は地方債でございまして、

その内容につきましても第３表により説明をいたします。第４条は一時借入金で、一時借入金の

借り入れ額の最高額を前年同額の３０億円と定めるものでございます。第５条は歳出予算の流用

で各項の経費の金額を流用することができる場合は、第１号に定めるとおりでございます。 

 次に１０ページをお開き願います。第２表債務負担行為で、平成１９年度以降発生する債務負

担行為２０件でございます。内容は記載のとおりでございますが、特に１０ページの一番上の行

でございますが、電算業務機関系システムの再構築による機器等の借入料として、平成２０年度

から平成２４年度まで５年間、４億７,０００万円。その下の行の同じく電算業務の行政内部系

システムの再構築の借り上げ料として同じく５年間で１億６,０００万円を定めております。 

 それから、１１ページの右上、一番上でございますが、壱岐地域栽培センター建設工事、総事

業費が８億４,０００万円、期間が１９年度着工で２０年度で５億円、１行飛びまして一支国博

物館（仮称）建築事業、事業費が２９億７,６１２万４,０００円、これも１９年度着工で２０年

度の債務負担行為の額として１７億８,０８１万４,０００円といたしております。 

 次のページをお開き願います。第３表は地方債で平成１９年度に新たに借り入れるもので、限

- 49 - 



度額、起債の方法等は記載のとおりでございます。起債の総額は３３億１,９９０万円と定めて

おります。 

 次に１６ページをお開き願います。２、歳入の１款１項市民税９億８,６３０万５,０００円、

前年比の１億９,１５８万９,０００円の増となっております。これは税源移譲、それから定率減

税の廃止による増を見込んでおります。２項固定資産税１０億５,６７８万４,０００円、前年比

の３,２６４万９,０００円の増は、平成１８年度の評価がえによる増と新築家屋の増によるもの

でございます。３項の軽自動車税につきましては、現在の課税台数で計上をいたしております。

４項市たばこ税は１億２,８９２万５,０００円で喫煙者の減少による減を見込んでおります。 

 次のページをお開き願います。入湯税でございますが、利用者の減によりまして１６８万

１,０００円計上いたしております。６項の都市計画税は２５万円。２款１項の自動車重量譲与

税から２項地方道路譲与税、３項の航空機燃料譲与税につきましては、前年実績等を考慮して計

上いたしております。 

 次のページをお開き願います。２款４項所得譲与税でございますが、これは今回の税源移譲に

よりまして廃止となっております。３款１項利子割交付金から４款配当割交付金、５款の株式等

譲渡所得割交付金、６款地方消費税交付金、７款のゴルフ場利用税交付金等につきましては、前

年実績により計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。８款の自動車取得税交付金１億１,０００万円は前年実績を考

慮して計上いたしております。９款の地方特例交付金１,０００万円、前年比の２,４５０万円の

減でございますが、これは定率減税の廃止に伴うものでございます。１０款１項地方交付税

９１億５,００７万６,０００円、内訳は普通交付税が８６億５,００７万６,０００円で前年交付

決定額の９６％で見込んでおります。特別交付税は合併に対する特別措置分の廃止分を考慮し、

前年比２,０００万円減の５億円で見込んでおります。１１款交通安全対策特別交付金６５０万

円は前年度実績を考慮して計上しております。１２款１項分担金の２７１万８,０００円、前年

比５１２万円の減でございますが、県営圃場整備事業地元負担金の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。１２款２項負担金１億９,７９１万１,０００円、３,１９２万

１,０００円の増でございますが、これは老人ホームの介護事業分の増、それからへき地保育所

の入所負担金の増によるものでございます。 

 ２８ページをお開き願います。１３款１項使用料でございますが、２億４,６１８万７,０００円、

前年比３３６万７,０００円の減でございますが、主な減の理由といたしましては、幼稚園預か

り保育料の減、それから教員住宅使用料の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。１３款２項手数料２億１,４４７万９,０００円、２,５０４万

３,０００円の増でございますが、これは家畜診療所の手数料の増によるものでございます。 
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 次のページをお開き願います。１４款１項国庫負担金１１億４,３３９万３,０００円、前年比

７,６２２万９,０００円の減でございますが、自立支援給付費負担金の前年比実績による減と児

童扶養手当給付費負担金の補助率の引き下げによるものでございます。 

 次のページをお開き願います。１４款２項国庫補助金、１３億１,５４６万８,０００円、前年

比４億５,１５７万９,０００円の増でございますが、地域イントラネット整備事業、地域住宅交

付金事業、まちづくり交付金事業──これは博物館の分でございますが、これらの事業費の増に

よるものでございます。 

 次のページをお開き願います。１４款３項国庫委託金、９６８万３,０００円、前年比

１０２万９,０００円の減でございますが、ここは国民年金事務費委託金の減でございます。

１５款１項県負担金でございますが、３億９,２５２万円、前年比１,３９８万１,０００円の増

でございますが、市町村権限移譲交付金、児童手当負担金の増によるものでございます。１５款

２項１目の総務費県補助金１億６,５６６万４,０００円、前年比６,０３２万６,０００円の減で

ございますが、人材育成支援交付金、新市町合併支援特別交付金の減によるものでございます。

なお、本年の新市合併支援特別交付金１億１,３２２万円を計上いたしておりますが、内容は電

算室の移設事業分として１億６００万円、一支国博物館情報システム構築業務として７２２万円

を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。４目の農林水産業費補助金１０億９,５７８万３,０００円、前

年比１億９,６０６万円の増でございますが、３節の水産業費補助金７億９,４４７万６,０００円

で、一番下の行でございますが、漁村再生交付金事業２億８,６６６万６,０００円、これは栽培

センターの建設事業分の補助金の増でございます。 

 次のページをお開き願います。１５款２項７目の教育費県費補助金３,４３１万１,０００円、

前年比の２,８２１万３,０００円の増でございますが、一支国博物館建設事業費の補助金の増で

ございます。これの内容が埋蔵文化財センター分、それから博物館の元利償還分の県からの補助

金でございます。 

 次のページをお開き願います。１５款３項県委託金、１億２,５２２万７,０００円、

４,３５５万３,０００円の増でございますが、個人県民税徴収取り扱い費委託金、それから参議

院議員選挙の選挙費委託金、それから県議会議員選挙費の委託金の増によるものでございます。

１６款１項の財産運用収入でございますが、３,０６３万６,０００円で３５０万９,０００円の

増でございます。増の要因といたしましては、金利の引き上げによる実質収入の増でございます。

なお、財産貸付収入の減はイキライフの減額貸し付けによるものでございます。 

 次のページをお開き願います。１６款２項の財産売払い収入、１,７３４万６,０００円で

３５５万円の減でございますが、アワビ種苗売払い収入の減でございます。それから、１８款
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２項の基金繰入金でございますが、財政調整基金を２億円、減債基金を１億５,０００万円、計

３億５,０００万円を財源不足のために繰り入れをいたしております。それから、地域振興基金

３億８,０００万円は合併特例事業などへの充当財源として繰り入れております。栽培漁業振興

基金繰入金３,６４６万２,０００円はアワビ種苗センターの管理経費として繰り入れております。

沿岸漁業振興基金繰入金は栽培センターの建設事業の充当財源として繰り入れをいたしておりま

す。教育振興基金繰入金は三島小学校、渡良中学校、初山中学校の教育振興基金を備品購入など

の財源として繰り入れいたしております。 

 次に５２ページをお開き願います。２１款１項の市債でございますが、３３億１,９９０万円、

前年比の２億８,８３０万円の増となっております。これは、過疎対策事業債の地域イントラネ

ット整備事業、栽培センターの整備事業、土木債の公営住宅の建設事業の増によるものでござい

ます。 

 また、本年の合併特例事業といたしましては、焼却施設の整備事業、リサイクルセンターの整

備事業、汚泥再生処理センター整備事業、最終処分場整備事業、一支国博物館整備事業、原の辻

遺跡復元整備事業分を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。３の歳出でございますが、主要事業につきましてはお手元に予

算資料として主要事業の一覧表を添付をいたしておりますので、主に前年と比較しての増減理由

について説明をいたします。 

 １款１項の議会費でございまして１億９,２２８万３,０００円、前年比の４１９万２,０００円

の増でございますが、議員共済会給付費負担率の増によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。２款１項１目の一般管理費１１億２,８２８万２,０００円、

２,１３１万６,０００円の減でございますが、職員数の減によるものでございますが、早期退職

者の退職手当の負担金が増となっております。 

 また、自治公民館の運営費につきましては、１９節にまとめて自治公民館運営費交付金として

計上いたしております。 

 次に６２ページをお開き願います。２款１項５目の財産管理費１億４,６４０万６,０００円の

減でございますが、これは旧公立病院の解体事業の完了による減でございます。 

 次のページをお開き願います。６目の企画費でございますが、ここでは定住団塊世代対策事業、

人材育成支援事業などを計上いたしております。 

 次に６９ページをお開き願います。２款１項７目の情報管理費でございまして６億８０２万

８,０００円の増でございますが、情報管理課の移設事業費と地域インターネット整備事業の増

によるものでございます。 

 次に７２ページをお開き願います。１０目の地籍調査費でございますか、本年度は郷ノ浦町の
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東第１地区、芦辺町の芦辺浦第２地区分を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。２款２項の徴税費１目の税務総務費でございますが、８４１万

８,０００円の減は職員数の減によるものでございます。また、平成２１年度が評価がえのため

に標準宅地の鑑定評価委託料を計上いたしております。 

 次に７８ページをお開き願います。２款４項の選挙費でございます。１目の選挙管理委員会費

９４３万６,０００円の減でございますが、組織の変更によります職員数の減によるものでござ

います。 

 次のページをお開き願います。２款４項３目でございますが、本年の選挙事務費といたしまし

て、長崎県議会議員選挙費として１,４５３万７,０００円。参議院議員選挙費として２,０４３万

５,０００円。農業委員会委員選挙費として３９８万５,０００円。市長選挙の準備経費で、

３７１万２,０００円を計上いたしております。 

 次に８６ページをお開き願います。２款６項の監査委員費でございますが、９０１万９,０００円

の増でございますが、選管と監査事務局との分離によりまして、ここでは職員人件費がふえてお

ります。 

 次のページをお開き願います。３款１項１目の社会福祉総務費１,５７３万５,０００円の増で

ございますが、ここは職員数の増によるものでございます。 

 次に９２ページをお開き願います。２目社会福祉施設費３,５３２万７,０００円の減でござい

ますが、デイサービスセンター整備事業の完了によるものでございます。 

 次に９６ページをお開き願います。３款１項３目の老人福祉費でございますが、２,３４５万

４,０００円の減でございますが、生きがい活動支援事業を介護保険特別会計の介護予防事業と

して取り組むために減となっております。また、はり・きゅう・あんま施術助成金、老人入湯助

成金の対象年齢を７０歳からといたしております。 

 次のページをお開き願います。３款１項４目の国民健康保険事業費２,５２３万６,０００円の

減でございますが、職員数の減と国保会計への繰出金の減でございます。 

 次のページをお開き願います。３款１項５目介護保険事業費４,４１５万３,０００円の増でご

ざいますが、ここでは職員数の増と介護保険会計への繰出金の増によるものでございます。６目

の老人福祉施設費３４０万１,０００円の増でございますが、老人ホームの空調機器が老朽のた

めに更新事業費の計上によるものでございます。 

 次に１０６ページをお開き願います。３款２項２目児童措置費３億５,６８９万２,０００円で

５,０６５万円の増でございますが、児童手当の支給拡大による増でございます。 

 次のページをお開き願います。３款２項４目の保育所費５億６２５万９,０００円で５４５万

５,０００円の減でございますが、職員数の減による人件費が減となっておりますが、反面賃金
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の方が今度は増となっております。また、延長保育の実施によりまして賄い材料費が増加となっ

ておりますが、前年度石田保育所ゼロ歳児保育実施のための施設整備事業の減により比較で減額

となっております。 

 次に１１２ページをお開き願います。３款３項１目の生活保護総務費２,６０７万２,０００円

の減でございますが、これは生活保護システム導入事業の完了と県派遣職員負担金の減によるも

のでございます。 

 次のページをお開き願います。４款１項１目保健衛生総務費１億２１５万１,０００円の減で

ございますが、職員数の減による人件費の減と簡易水道事業の事業費の減少による繰出金が減と

なっております。 

 次に１２０ページをお開き願います。４款１項３目の環境衛生費２７１万４,０００円の減で

ございますが、使用済み自動車等海上輸送費補助金の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。４款１項４目病院費、前年比の３,４３３万８,０００円の増で

ございますが、病院事業経営アドバイザー委託料と病院事業会計への繰出金の増によるものでご

ざいます。 

 なお、市民病院への本年度の繰出金は３億５,２９５万２,０００円、かたばる病院への繰出金

が７,４７６万１,０００円となっております。 

 次のページをお開き願います。４款２項１目清掃総務費でございますが、５０４万２,０００円

の増は職員数の増によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。４款２項２目塵芥処理費８０３万２,０００円の増でございま

すが、施設の維持補修工事費の増によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。３目のし尿処理費１,１４８万２,０００円の減でございますが、

ここではし尿海洋投棄委託料の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。４款２項４目の合併処理浄化槽設置整備費８,４１５万

３,０００円は、合併処理浄化槽設置補助金として１３０基分を計上いたしております。 

 ５目の廃棄物処理施設整備事業費でございますが、７,９６５万６,０００円、本年度は主に測

量、地質調査などの委託料を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。５款農林水産業費になっておりますが、前年度まで５款は労働

費でございましたが、予算規模が少額等であるために、１９年度は款を廃止をいたしております

ので、前年、６款農林水産業費以降がそれぞれ１款ずつ繰り上げをさせていただいております。 

 １目の農業委員会費でございますが、７７１万２,０００円の減でございますが、嘱託職員の

減と職員の異動による人件費の減でございます。 

 次のページをお開き願います。３目の農業振興費６６５万円の増でございますが、集落営農担

- 54 - 



い手支援事業補助金の増によるものでございます。 

 次に、１４０ページをお開き願います。４目の畜産業費１,４７３万８,０００円の減でござい

ますが、家畜導入事業資金供給事業基金積立金の減によるところでございます。 

 次に、１４４ページをお開き願います。５目の農地費１億８,８４９万８,０００円の減でござ

いますが、農村総合整備事業の完了と原田地区排水路整備事業費の減によるものでございます。 

 次に、１４８ページをお開き願います。５款２項林業費の２目林業振興費１,７０３万

２,０００円の増でございますが、本宮山地区林道整備事業費の増によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。５款３項１目水産業総務費１,８６５万円の減でございますが、

これは職員数の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。２目水産業振興費３億９,２６９万８,０００円の増でございま

すが、栽培センターの建設事業と新世紀水産業育成事業、これは各漁協への施設整備の補助金で

ございますが、これらの増によるものでございます。 

 次に、１５６ページをお開き願います。５款３項４目漁港漁場整備費８億９,３７６万

８,０００円は、八幡浦漁港、諸津漁港、久喜漁港の整備事業費、それから勝本西地区の魚礁設

置事業費を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。５目漁業集落環境整備費１億８,４５１万７,０００円は、２号

排水路の整備事業費、それから２号、５号、６号の集落道の整備事業費を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。６款１項商工費の１目商工総務費でございますが、１,２２３万

円の増でございますが、職員の異動によります人件費の増と、企業誘致推進事業のための旅費等

の増によるものでございます。 

 ２目の商工振興費５９２万４,０００円の減は、商工会運営費の補助金、それから国民金融公

庫設備資金利子補給補助金の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。６款１項４目観光費２億１,４０３万３,０００円、２,５６０万

１,０００円の増でございますが、２１世紀まちづくり推進総合支援事業、街並み環境整備事業

の増によるものでございます。 

 次に、１７０ページをお開き願います。７款土木費２項道路橋梁費の３目道路橋梁新設改良費

４億７,８２５万６,０００円、補助事業で市道寺源田線ほか２路線、起債事業で市道有安線ほか

１０路線、交付金事業で市道貝田岩熊線ほか３路線分を計上いたしております。 

 次に、１７４ページをお開き願います。３項河川費１目河川総務費４,９７４万７,０００円で

ございますが、補助事業で町谷川の改修事業費、単独事業で今井崎地区砂防事業附帯工事、県道

片原工区附帯工事費を計上いたしております。また、コミュニティー助成事業で、男女岳ダム公

園遊具設置工事費を計上いたしております。 
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 ２目急傾斜地崩壊対策費は、本町地区、宇土地区、志自岐地区の３カ所分の事業費を計上いた

しております。 

 次のページをお開き願います。７款４項港湾費１目港湾管理費３,６０３万２,０００円で、

２億８,７２２万８,０００円の減でございますが、印通寺港ターミナルビル建設事業の完了によ

る減でございます。 

 次のページをお開き願います。７款５項都市計画費２目街路事業費でございますが、３５８新

郷ノ浦港線街路事業の県営負担金を計上いたしております。 

 ３目の公園費１,９３４万８,０００円は、コミュニティー助成事業で大谷公園、元居公園、今

宮公園、金比羅公園の遊具設置事業費を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。７款５項４目土地区画整理費２億９,０８４万円、まちづくり

交付金事業として、鶴亀中央線、大谷公園線など７路線分を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。７款７項住宅費１目の住宅管理費１,３２０万９,０００円の減

は、維持補修工事費の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。２目住宅建設費でございます。３億９,３８３万３,０００円は、

元居団地外壁改修事業など６事業分を計上いたしております。 

 次に、１８８ページをお開き願います。８款１項消防費２目非常備消防費１,３３７万円の減

でございますが、操法大会経費の減によるものでございます。 

 次のページをお開き願います。３目の消防施設費８,９９３万円は、防火水槽５基、消防施設

改修事業として、勝本地区第７分団の格納庫建設、郷ノ浦地区第１分団の格納庫建設、機械器具

の購入事業といたしまして、小型動力ポンプ４台、公用車購入費といたしまして、石田地区第

２分団の積載車分を計上いたしております。 

 また、新たに県防災行政無線再編整備事業の負担金として、１,２８７万５,０００円を計上い

たしております。 

 ４目の防災費でございますが、１,３８４万３,０００円の増は、ここでも県防災行政無線の再

編整備事業の負担金を計上いたしております。これは本庁分でございます。 

 次に、１９４ページをお開き願います。９款１項教育総務費の２目事務局費４,４２９万

２,０００円の増でございますが、教育指導主事３名の割愛によります人件費の増でございます。 

 次のページをお開き願います。３目の教育指導費３,１６１万円でございますが、本年は離島

留学生ホームステイ費補助金として２６名分、離島留学生の交通費補助金として１３名分を計上

いたしております。 

 次のページをお開き願います。１目の学校管理費でございますが、１億９,６９７万２,０００円

でございますが、県立養護学校分教室の開校に伴いまして、看護師の派遣要請が参っております
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ので、看護師派遣委託料を計上いたしております。 

 次のページをお開き願います。２目教育振興費６２２万１,０００円の減でございますが、前

年度指定寄附による図書購入費の減でございます。 

 ９款３項１目の学校管理費の１,５５４万５,０００円の減は、前年度教科書改訂による教師用

教科書の購入費の減でございます。 

 次のページをお開き願います。９款３項２目の教育振興費７５２万円の減でございますが、Ｏ

Ａ機器の借上料と指定寄附による図書購入費の減でございます。 

 少し飛びまして、２１６ページをお開き願います。９款５項６目の文化財保護費１５億

２,４２６万６,０００円、７億３,３６６万４,０００円の増でございますが、一支国博物館建築

事業の着手によるものでございます。 

 次に、２２２ページをお開き願います。９款６項保健体育費１目保健体育総務費６億４,８００万

７,０００円の減でございますが、石田スポーツセンターの建設事業の完了によるものでござい

ます。 

 次に、２３０ページをお開き願います。１１款１項公債費３４億６,６０６万３,０００円、前

年比３,５２７万１,０００円の減でございますが、平成８年度借り入れの辺地債、平成６年度借

り入れの過疎債等の償還の完了による元利償還金の減でございます。 

 １２款１項普通財産取得費は、市民病院用地購入費の償還金でございます。 

 次に、１３款の予備費でございますが、前年度の実績を考慮いたしまして、本年度は前年比

５００万円減の４００万円で計上をいたしております。 

 次に、２３３ページをお開き願います。給与費明細書でございますが、１の特別職、比較のと

ころを見ていただきたいと思いますが、その他で２８８人の増となっております。本年は選挙の

年でございまして、選挙の分で増となっております。報酬が反対に今度２０８万１,０００円減

となっておりますが、これは自治会の駐在員等を前年は報酬で計上いたしておりましたが、本年

は１９節の方へ組み替えた関係で、ここのところが減となっております。 

 次のページをお開き願います。２、一般職の１の総括、職員数、本年度が４１７名、前年比マ

イナスの１１名となっております。その内訳につきましては、２３５ページの上段の方でござい

ますが、退職が１６人、採用８人によりまして８人の減と、あと会計間異動、増１１人、減

１４人のマイナス３人の計１１名となっております。 

 それから、職員手当が３,８６８万６,０００円増となっておりますが、これは早期退職者の退

職手当組合負担金の増によるものでございます。 

 次に、最後のページをお開き願いたいと思います。２４８ページでございます。地方債に関す

る調書でございます。一番下の行の右端でございますが、本年度末の現在高見込み額が２７７億
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７,００１万４,０００円となっております。一番左端の平成１７年度末と比較をいたしますと、

約１１億円の増との見込みでございます。 

 以上で説明を終わります。 

〔財政課長（久田 賢一君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  小山田保健環境部長。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 登壇〕 

○保健環境部長（小山田省三君）  それでは、議案第４１号平成１９年度壱岐市国民健康保険事業

特別会計予算について説明をいたします。 

 第１条、歳入歳出予算、事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４５億２,６６３万

４,０００円、直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億５,７８２万

４,０００円と定める。第２条、一時借入金の額ですが、２億円と定めるといたしております。

提出は本日でございます。 

 １２ページをお願いいたします。歳入予算について説明いたします。 

 平成１９年１月末の被保険者数でございますが、一般が１万１,５０６名、退職が１,２８２名、

老人が４,０３９名、計１万６,８２７名で、加入率が５２.３％でございます。 

 １款の国民健康保険税でございますが、前年度と同額を計上いたしております。税率の変更は、

原則として行わないことといたしております。 

 なお、医療分の賦課限度額が、５３万円から５６万円に引き上げられる予定でございます。国

の方で成立しますと、壱岐市もこれに沿っていきたいというふうに考えております。 

 ３款の国庫支出金でございます。１項１目療養給付費等負担金でございますが、１１億

１,１１８万１,０００円、３,１０５万４,０００円の増でございますが、これは保険給付費等の

増によるものでございます。 

 次のページをお願いいたします。３款２項国庫支出金の財政調整交付金でございますが、財政

調整交付金は国と、それから下の４款２項の県の財政調整交付金がそれぞれございます。 

 それから、一番下の５款療養給付費交付金でございますが、これは退職者に係るものでござい

まして、医療費総額から税相当分を差し引いたものが交付されるということになっております。 

 次のページをお願いいたします。６款共同事業交付金でございますが、１目の高額医療費共同

事業交付金は１件当たり８０万円を超えるものが拠出され、入ってくるものでございます。 

 ２目の保険財政共同安定化事業は、これは昨年度当初はございませんでした。昨年の１０月か

ら実施されたものでございまして、３０万円以上の高額医療費に係るものを拠出をして、実績で

交付されるものでございます。したがいまして、５億９,７２３万８,０００円が前年より増加と

なっております。 
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 ８款１項の繰入金でございますが、一般会計からの繰入金はそれぞれ法定で定めた繰り入れで

ございます。 

 それから、１８ページをお願いいたします。９款繰越金でございますが、これは１億１,６１７万

１,０００円を財源として充てております。 

 次に、２０ページをお願いいたします。歳出予算について説明いたします。 

 １款につきましては、事務的経費を計上いたしております。 

 ２４ページをお願いいたします。２款の保険給付費でございます。合計２４億４,１３６万

４,０００円、対前年度１億２,４５７万２,０００円で、一応来年は５％をアップして見込んで

おります。理由は、７０歳から７４歳の前期高齢者の移動が大きな影響と見込んでおります。 

 ２款２項の保険給付費の高額療養費でございますけれども、これにつきましては、来月１日か

ら高額療養費の現物給付化が行われることとなっております。予算上は昨年度と同額を計上いた

しております。 

 ２６ページをお願いいたします。２款４項出産育児諸費でございますが、これは１件当たり、

１人につき３５万円でございます。７５人分を計上しております。下の葬祭諸費につきましては、

お一人につき２万円となっております。 

 ３款老人保健拠出金でございますが、これは支払い基金からの通知額を計上いたしております。 

 ２８ページをお願いいたします。４款１項の介護納付金でございますが、これは同じく支払い

基金からの通知額を計上をいたしております。なお、算定は全国ベースで行われることとなって

おります。 

 ５款１項の共同事業拠出金でございます。１目の高額医療費拠出金は、先ほど申し上げました

８０万円以上に係るもの、２款の保険財政共同安定化事業拠出金は平成１８年度当初はございま

せんでした。１件３０万円以上のものを拠出をいたしまして、県下で安定化対策を図るものでご

ざいます。 

 ６款１項の保健事業費でございますが、これは平成２０年度から義務化されます特定検診、特

定保健指導計画の策定が今年は行われます。それに伴いまして、啓発費、計画書の作成等に力を

入れるための予算を計上いたしております。１９年度のヘルヘル教室は、勝本、芦辺の両地区で

行うことといたしております。 

 ３０ページをお願いいたします。６款１項保健事業費でございますが、この中の１３節委託料

でございますが、これはヘルヘル教室に参加の方の血液検査、腹囲測定等に充てるものでござい

ます。備品購入費につきましては、自動血圧計を購入いたすことといたしております。 

 次に、３２ページをお願いいたします。予備費につきましては、４,９２０万円を当て込んで

おります。 
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 次に、４０ページをお願いいたします。予算説明に入ります前に、直営診療所施設勘定の経営

について御説明をさせていただきます。 

 勝本・湯本診療所につきましては、１人医師体制のもと、長崎県知事からの兼任許可を受けま

して、平成８年４月から今日まで、国保の診療所として診療業務を行ってきております。しかし

ながら、合併後の医療制度改革に伴う社会的医療環境の変化、厳しい病院経営、１８年度におけ

る診療所経営の状況、医師の年齢、また将来の診療所経営のあり方、医療の確保等を総合的に判

断し、医師と話し合いを踏まえ、次年度より設置者、経営者の壱岐市の公設公営から、設置者は

壱岐市、経営者は事業者の公設民営に移行することといたしております。 

 今後は、医師の判断のもとで、事業者としてこれまでどおりの診療業務が行われます。患者の

方には何ら影響はございませんので、安心して診察を受けていただきたいと思います。 

 なお、国保の診療所でありますので、必ず予算が伴います。歳入は従前どおりですが、歳出の

予算構成が大きく変わることとなります。 

 それでは、歳入予算について説明いたします。 

 １款の診療収入でございますが、これは前年度の実績等についてそれぞれ算定をいたしており

ます。５目の一般診療の６９６万９,０００円、２７６万８,０００円の増でございますが、これ

は雑入からこちらに移しかえたために増加したものでございます。 

 ４２ページをお願いいたします。４款３項には、湯本診療所施設改修費に充てるために、基金

を取り崩しを予定いたしておるところでございます。 

 ５款の諸収入の５,０００円、２９６万９,０００円の減は、先ほど申し上げました一般診療に

繰りかえて予算措置をしたために、減少したものでございます。 

 ４４ページをお願いいたします。歳出予算についてでございますが、この予算につきまして内

容が大幅に変更をいたしております。 

 総務費でございますが、この中で修繕料、それから自動車損害、建物の保険料、そして２款の

基金積み立て、そして３款の公債費、固定的な経費は市の方で支出をいたします。それ以外につ

きましては、医療業務委託料として事業者に支出するものでございまして、１款総務費中１３節

の委託料に診療所医療業務委託料として１億４,５４５万円を計上をいたしております。１５節

の工事請負費につきましては、湯本診療所施設改修、雨漏りのための改修工事を予定いたしてお

るところでございます。 

 ２款の基金積立金につきましては、今後の施設維持管理に備えて積み立てていくことといたし

ております。 

 それから、５０ページをお願いいたします。地方債の関係の調書でございますが、１９年度末

現在の見込み額は６５６万８,０００円でございます。 
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 以上で、議案第４１号の説明を終わらせていただきます。 

 次に、議案第４２号平成１９年度壱岐市老人保健特別会計予算について説明をさせていただき

ます。 

 第１条、歳入歳出予算、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４０億８,４０５万３,０００円

と定めるといたしております。以下、掲載のとおりでございます。提出日は本日でございます。 

 ８ページをお願いいたします。歳入について御説明をいたします。 

 老人保健特別会計は、ルール的な歳入予算となっております。ただし、公費負担割合が平成

１８年度から新たになりまして、支払い基金が１２分の６、国庫が１２分の４、県費が１２分の

１、市が１２分の１となって、支払い基金と公費の割合が６対６という割合になっております。 

 １款には支払い基金交付金を、前年度と比較しまして１億８０万２,０００円減額となってお

りますが、これは負担割合が変わったためでございます。２目の審査支払い手数料交付金の

１６２万３,０００円の増でございますが、院外処方が多くなったことによるものでございます。 

 ２款の国庫支出金でございますが、１２億９,４５８万９,０００円、１,３５７万８,０００円

の増でございますが、これも負担割合の影響でございます。 

 ３款の県支出金、３億２,３６４万８,０００円、３３９万５,０００円の増でございますが、

これも同じく負担割合の変更によるものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。４款繰入金、一般会計からの繰入金３億３,５３３万

６,０００円、３８０万９,０００円の増でございますが、これも同じく負担割合の変更によって、

壱岐市の負担がふえておるところでございます。 

 １２ページをお願いいたします。歳出予算について説明いたします。 

 来年度の受給者の見込みでございますが、国保が３,９１１人、社保が１,３４０人、合計

５,２５１人を見込んでおるところでございます。 

 １款総務費は、事務的経費を計上いたしております。 

 ２款医療諸費でございますけれども、医療給付費、医療費支給費、それぞれ減額をいたしてお

りますが、これは受給者数の減少によるものでございます。３目の審査支払い手数料は、院外処

方の関係による増でございます。 

 次のページをお願いいたします。４款予備費については、５０万円を計上いたしております。 

 なお、平成２０年４月からは、長崎県後期高齢者医療広域連合が保険者となりますので、この

形での予算は本年度が最後となります。 

 以上で、議案第４２号の説明を終わらせていただきます。 

 次に、議案第４３号平成１９年度壱岐市介護保険事業特別会計予算について説明をいたします。 

 第１条、歳入歳出予算、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２５億

- 61 - 



３４１万１,０００円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

５,００５万９,０００円と定めるといたしております。第２条、一時借入金の額は２億円と定め

るといたしております。以下、掲載のとおりでございます。提出日は本日でございます。 

 １０ページをお願いいたします。歳入予算について説明いたしますが、その前に、１月末の

１号被保険者数は９,５９０名です。そのうち認定者数が１,８８７名、認定率は１９.７％とな

っております。 

 それでは、予算の内容についてでございますが、第１号の被保険者保険料でございますが、保

険料の基準額は３,７６５円で、前年度と同じでございます。そのうち特別徴収保険料は全体の

約８５％の方、普通徴収は１５％の方となっております。 

 ３款の国庫支出金でございますが、４億１,３８３万２,０００円、６,２１８万円の減となっ

ております。これは、国県間の負担率の変更に伴うものでございます。 

 調整交付金は基準額５％でございますが、予算上では８.４５％を組ませていただいておると

ころでございます。２目の地域支援事業交付金でございますが、これは高齢者の介護予防に係る

ものでございまして８６３万９,０００円、５７１万７,０００円の増でございますが、これは事

業量の増によるものでございます。３目の地域支援事業交付金でございますが、これは権利擁護

総合相談事業等にかかわるものでございます。 

 ４款の支払い基金交付金でございますけれども、これはそれぞれルールどおりに交付されるも

のでございます。 

 １２ページをお願いいたします。５款の県支出金でございますが、合計で３億６,７５５万円、

６,４５３万２,０００円の増でございます。これは、国県の負担率の変更によって、県の方が増

額となっておるところでございます。 

 ７款の一般会計繰入金でございますが、これもルールどおりの繰り入れといたしておるところ

でございます。 

 ７款２項の基金繰入金でございますが、３年間で３,０００万円の取り崩しをする計画をいた

しておりまして、今年度は１,４２０万円を計上をいたしております。現在高は１億３,１８４万

３,５９７円ございます。 

 １６ページをお願いいたします。歳出予算について説明をいたします。 

 １款総務費につきましては、事務的経費でございます。一番下段の３項介護認定審査会費でご

ざいますが、介護認定審査会は２合議体で各７名ずつで構成をいたしており、毎週水曜日に審査

会を開催いたしております。 

 １８ページをお願いいたします。中ほどの１款４項事業計画作成委員会は、地域包括支援セン

ターと同じメンバーで、平成２０年度まで継続をいたします。 
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 ２款の介護給付費でございますけれども、２３億３,４００万円、１,７８４万４,０００円の

減でございますが、１８年度の実績により計上をいたしております。なお、１８年度は計画予算

といたしておったところでございます。 

 ２０ページをお願いいたします。２款２項審査支払い手数料でございますが、これは国保連合

会に支払われるものでございます。３項の高額介護サービスでございますが、４,０２０万円、

１,６２０万円の増でございますが、これは支給対象者の増加によるものでございます。 

 ３款地域支援事業費でございます。４,３６８万１,０００円でございまして、３,１９９万

２,０００円の増となっております。これは、平成１８年度までは福祉費での通所デイサービス

を１９年度からは包括の事業として位置づけたため、大幅に増加しているものでございます。 

 次のページをお願いいたします。３款２項包括的支援事業運営事業でございますけれども、こ

れは権利擁護総合相談等の事業でございます。１３節の委託料でございますけれども、１,７９７万

９,０００円を計上いたしておりますが、これは社協に委託をするものでございます。 

 ２４ページをお願いいたします。４款財政安定化基金拠出金でございますが、これは県の安定

化基金へ支払うものでございまして、給付費の１０００分の１となっております。 

 ６款の公債費につきましては２５０万円、これは旧芦辺町の分でございます。 

 以上で、議案第４３号の説明を終わります。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１５時１５分といたします。 

午後３時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時15分再開 

○議長（深見 忠生君）  再開します。 

 小山田保健環境部長。 

〔保健環境部長（小山田省三君） 登壇〕 

○保健環境部長（小山田省三君）  議案第４１号国民健康保険事業特別会計予算中、２４ページの

中で１点だけ説明が漏れておりましたので、追加説明をさせていただきます。 

 予算書の２４ページをお願いいたします。２款２項の高額療養費でございますけれども、来月、

４月１日から高額療養費の現物給付化が行われることとなります。一応、今月中に被保険者の方

にそれぞれ限度額適用認定書をお渡しをいたしまして、被保険者証とあわせて病院に提示をいた

し、それぞれこれまでの償還払いが緩和されるということになります。したがいまして、診療を

受けられる方は、限度額までを自分で払えばいいということになります。 

 以上でございます。 
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〔保健環境部長（小山田省三君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  中原建設部長。 

〔建設部長（中原 康壽君） 登壇〕 

○建設部長（中原 康壽君）  議案第４４号平成１９年度壱岐市簡易水道事業特別会計予算、歳入

歳出それぞれ９億１,２６２万円と定める。予算の款項の区分並びに当該区分ごとの金額は、第

１表の歳入歳出予算による。地方債等は以下のとおりでございます。本日の提出でございます。 

 続きまして、４ページをお開きいただきたいと思います。第２表、地方債、起債の目的といた

しまして簡易水道事業債、限度額が５,６３０万円でございます。償還方法等は、ここに記載の

とおりでございます。 

 続きまして、事項別明細書で内容を御説明いたします。 

 ２、歳入、１款分担金及び負担金では、第１項負担金では、本年度は４０万円の減で、加入戸

数を５戸減ということで計上をさせていただいております。 

 ２款使用料及び手数料で１,２２６万７,０００円の減は、先ほど１８年度補正で申し上げまし

たように、水道料の減が見込まれますので、４億３,２００万円の９８％ということで４億

２,３３６万円、それから滞納繰越分を３,５９６万円の１６％ということで、５７５万

３,０００円の収入を見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料では、２項手数料６６万９,０００円を見込んでおります。 

 ３国庫支出金１目衛生費国庫補助金につきましては、１億円の減額でございますが、１８年度

までに勝本簡水の工事が終わりましたので、事業量の減ということで、今回は沼津柳田地区、八

幡諸吉地区の２地区を計上いたしております。沼津柳田の整備事業につきましては６,２５０万

円、八幡諸吉で５,０００万円の国庫補助金を見越しております。 

 それから、１０ページ、１１ページで、繰入金、第１項一般会計繰越金は財源不足による繰入

金をお願いをするものでございまして、２億８,１３９万８,０００円でございます。 

 それから、７款の諸収入、２項雑入では、農道、市道、下水道の水道の補償金といたしまして、

２,４８３万８,０００円をお願いいたしております。 

 ８款市債では、簡易水道事業で５,６３０万円でございます。 

 続きまして、歳出の部を申し上げます。１２ページ、１３ページをお開きいただきたいと思い

ます。 

 １款総務費１目一般管理費では、事務所内の経費並びに委託料でここに２,１０４万１,０００円

計上をしておりますが、水質検査等の委託料が主なものでございます。 

 続きまして、１４ページ、１５ページをお開いただきたいと思います。１款総務費１項総務管

理費では、委託料といたしまして３,６４６万円、この内訳はここに書いておりますが、特に大
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きいやつは汚泥処分業務の委託料ということで９９８万９,０００円を計上させていただいてお

ります。 

 それから、１５節工事請負費で４,７１５万６,０００円は、量水器取りかえが５１３万円、水

道管の工事請負費が８９９万円、水道管布設がえ工事補償請負費が１６路線で２,４８３万

６,０００円、簡易水道の施設の改良費で８２０万円ということで計上いたしております。 

 それから、１６ページ、１７ページをお開きをいただきたいと思いますが、２款施設整備費で

１項簡易水道施設整備費では、特に１５節でございますが、簡易水道施設整備工事で沼津柳田地

区、同じく八幡諸吉地区の２カ所を補強工事を行うようにいたしております。沼津柳田地区が

１億２,９５１万円、八幡諸吉地区が１億４８３万５,０００円でございます。 

 ２４ページ３款公債費１項公債費では、地方債の償還金表にございますように、１億９,４３３万

２,０００円、利子で償還金利子及び割引料で１億１,９７３万６,０００円をお願いをいたして

おります。 

 以上で、議案第４４号の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第４５号平成１９年度壱岐市下水道事業特別会計予算、平成１９年度壱岐市

の下水道事業特別会計の予算は次に定めるところによる。歳入歳出それぞれ９億９,６２２万

４,０００円とする。債務負担行為は後で御説明を申し上げます。地方債、第３条も後で申し上

げたいと思います。一時借入金等は、ここに記載のとおりでございます。本日の提出でございま

す。 

 ４ページ、５ページをお開きをいただきたいと思います。第２表、債務負担行為、平成１９年

度水洗便所改造資金利子補給金で９１万円をお願いするものでございます。第３表、地方債、水

道事業債２億１１０万円でございます。 

 続きまして、１０ページ、１１ページをお開きをいただきたいと思います。２、歳入、１款分

担金及び負担金では、１目建設費負担金では、下水道受益者負担金を４０人分を計上いたしてお

ります。 

 それから、２款使用料及び手数料では、１目下水道使用料で１,９３６万円、滞納繰越金で

１２１万２,０００円を計上いたしております。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金では、１節都市計画補助金で１億２,５００万円、４款県支出

金１項県補助金で３億２,１４８万円、１２ページから１３ページをお願いをしたいと思います

が、５款繰入金１項一般会計繰入金３億１,６６４万１,０００円、７款諸収入でございますが、

７０１万４,０００円を計上いたしております。 

 それから、次のページですが、１４ページ、１５ページをお開きをいただきたいと思います。

８款市債で、第１項市債で２億１１０万円を計上いたしております。内容につきましては、ごら
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んのとおりでございます。 

 続きまして、１６ページ、１７ページをお開きいただきたいと思います。歳出、１款下水道事

業費１項管理費で１目一般管理費では、事務費の経常経費をお願いするものでございますが、特

に下水道事業推進員の報酬で１３人ということで、１回分をお願いいたしております。 

 それから、１３委託料では、水質検査及び下水道システムの保守点検の委託料を計上いたして

おります。 

 それから、２目施設管理費で１３節委託料では、各センターの維持費等で１,９４４万

１,０００円計上いたしております。 

 続きまして、１８、１９ページをお開きをいただきたいと思います。１款下水道事業費２項施

設整備費では、１３節委託料では積算システム並びに亀川地区の水渠の業務委託料を計上させて

いただいております。それから、１５節工事請負費では、下水道の単独起債補助ということで、

３つの項目で２億５,１１７万８,０００円をお願いいたしております。 

 それから、次のページ、２０から２１ページをごらんいただきたいと思います。１款下水道事

業費２項施設整備費では、２２節の補償補てん及び賠償金で１,２５０万円を、１款下水道事業

費３項公債費では、償還金及び利子並びに償還金及び利子の割引料ということで計上をさせてい

ただいております。 

 ２款漁業集落排水整備事業では、１３節の委託料で下水道システムの保守点検等をお願いをい

たしております。 

 続きまして、２２から２３ページをお願いをいたしたいと思います。２款漁業集落排水整備事

業費管理費で、これもまた委託でございますが、電気設備等の管理委託料を計上させていただい

ております。 

 ２４ページ、２５ページをお開きをいただきたいと思いますが、２款漁業集落排水整備事業費

２項施設整備費で、１５節工事請負費で漁業集落排水整備ということで計上をさせていただいて

おります。 

 それから、公債費につきましては、償還金利子及び割引料９５５万円、２３節では償還金利子

ということで計上をさせていただいております。 

 以上、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

〔建設部長（中原 康壽君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  山本市民部長。 

〔市民部長（山本 善勝君） 登壇〕 

○市民部長（山本 善勝君）  議案第４６号について御説明申し上げます。 

 平成１９年度壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計の予算は次の定めるところによる。第
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１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４億６,０９０万円と定める。２、歳入歳出予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算による。第２条、一時借入金の

借り入れの最高額は３,０００万円と定めております。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入、１款１項介護給付費収入の１目の介護サービス

費で５,０６９万２,０００円が増額となっておりますが、これは入所者の介護度の度合いが高く

なると、介護費用額の単価が上がるということによります増が主なものでございます。 

 ４款１項繰越金は３,５６７万４,０００円の減で計上いたしておりますが、これは１８年度の

補正で施設整備基金へ積立金を行う等によります減でございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。歳出、１款１項施設介護サービス事業費１目の事

務費で２３５万３,０００円増になっておりますが、これは人件費の増が主なものでございます。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。２目の介護費の中の１４節使用料及び賃借料で、

今年度は物品借上料として５１６万円を計上いたしております。これは、寝具及びベッドマット

のリースをしようとするものでございます。１０６名分でございます。その下の１８備品購入費

でございますが、中身は車いす、リクライニング車いす、テレビ、エアマット、吸引器、吸入器

を予定いたしております。 

 １６ページ、１７ページをお開き願います。１款２項１目の事務費の中の備品費でございます

が、リクライニング車いすを予定いたしております。 

 １款３項通所介護サービス事業費の中で、１目が５４９万９,０００円減となっておりますが、

これは人事異動によります人件費の減が主なものでございます。 

 １８ページ、１９ページをお開き願います。ここで１９節備品費でございますが、お手玉ボー

ド、輪投げセットでございます。 

 １款４項、廃目にいたしておりますが、これは市が地域包括支援センターを立ち上げた関係で、

特養ホームの計画作成事業が大幅に減るということで、平成１９年度は休止するものでございま

す。 

 ２０ページ、２１ページをお開き願います。２款１項基金積立金の中で、施設整備積立金とし

て１,６３４万９,０００円を計上いたしております。１９年度の補正につきまして、ことしも積

み立てようとするものでございます。１８年度の補正と今回１９年度を積み立てをいたしますと、

１億５,３００万円程度に基金がなるかと思います。 

 ２３ページから２５ページ、２７ページは、給与費の明細でございますので、割愛させていた

だきます。 

 最後のページ、２８ページでございます。地方債に関する調書でございます。これは、特養

ホームの増床、特養ショートステイの浄化槽設置、デイサービス等の新築等による起債でありま
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す。１９年度末は１,２５２万９,０００円が現在高となって残る見込みでございます。そして、

償還額の最終の支払い日は２３年３月２５日となっております。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

〔市民部長（山本 善勝君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  喜多産業経済部長。 

〔産業経済部長（喜多 丈美君） 登壇〕 

○産業経済部長（喜多 丈美君）  議案第４７号について御説明を申し上げます。 

 平成１９年度壱岐市三島航路特別会計予算、予算の総額を１億２,１７９万４,０００円といた

したいと思っております。一時借入金については５,０００万円と定めたいと思っております。 

 ８、９ページをお開きをいただきたいと思っております。まず、収入でございますが、船舶使

用料については昨年と同額を見込んでおります。航路補助金については、１８年を参考に

２００万円増額をいたしております。県補助につきましても、今年の実績見込み額を計上いたし

ております。 

 ４款についても、昨年同額を計上いたしております。 

 一般会計繰入金につきましては、差額分だけをいただくということになっておりますので、

３３５万６,０００円を減額計上いたしております。 

 次に、１０ページ、１１ページですが、そこは存目程度で上げておりますので、ごらんをいた

だきたいと思います。 

 １２、１３ページの支出でございますが、ここでは一応一般管理費関係で計上いたしておりま

す。トータルといたしましては、前年度よりも２８７万４,０００円の減額をいたしております

が、これは人事異動による人件費の差額分でございます。 

 次に、１４、１５ページの運航管理費でございます。これにつきましては、業務管理費を

４５１万８,０００円増額をいたしております。 

 それから次に、公債費の償還でございますが、元利合わせまして１,００７万円を支出予定で

ございます。 

 予備費は５０万円を計上をいたしております。 

 最後のページの２４ページ、基金の状況でございますが、１９年末であと償還残が１,７５０万

６,０００円になる見込みでございます。 

 以上、終わります。 

 次に、議案第４８号平成１９年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算について御説明を申し上げ

ます。 

 予算の総額を１億１７３万９,０００円と定めております。 
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 次に、８、９ページをお開きをいただきたいと思います。使用料を１,４５０万２,０００円計

上いたしておりますが、当初の見込み額よりも若干落としております。それから、一般会計の繰

入金につきましても、収支を見まして３９７万７,０００円減額をいたしております。それから、

償還基金繰上金につきましては、４５７万７,０００円を計上をさせていただくようにいたして

おります。それから、受託事業については、昨年までは使用料で組んでおりましたのを公園等の

管理につきましては受託事業で入れますので、ここに１,５９２万３,０００円を計上させていた

だいております。 

 １２、１３ページの歳出でございますが、全体として２２３万９,０００円を増額するような

形で人件費その他を上げておりますが、特に１８の備品購入費につきましては、ラップマシンを

１台購入するようにいたしておりますので、ここに１,１５０万円を計上をいたしております。 

 以上でございます。 

 次に、議案第４９号平成１９年度壱岐市芦辺港ターミナルビル事業特別会計予算について説明

を申し上げます。 

 予算の総額を１,０３９万１,０００円と定めております。 

 ８、９ページをお開きをいただきたいと思います。歳入でございますが、使用料収入を

９７１万６,０００円で、１２７万３,０００円増額をいたしておりますが、これはターミナル、

あるいはボーリングブリッジ等の使用料を上げております。あと雑入では、電話等を上げており

ます。 

 次に、３の歳出でございますが、ここは管理運営経費だけを上げておりまして、６６万

２,０００円減になっておりますが、くみ取り手数料が減をした部分が大きな要因でございます。 

 公債費といたしまして、利子分を４３万５,０００円計上いたしております。 

 それから、１２ページに起債の状況を掲げておりますけども、１９年度末では２億１,６４０万

円になる予定でございます。 

 以上、終わります。 

〔産業経済部長（喜多 丈美君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  山内病院管理部長。 

〔病院管理部長（山内 義夫君） 登壇〕 

○病院管理部長（山内 義夫君）  議案第５０号について御説明をいたします。 

 平成１９年度壱岐市病院事業会計予算、第１条で総則で定めております。第２条で、業務の予

定量を次のとおりといたします。壱岐市民病院事業といたしまして、病床数は２００床でござい

ます。一般病床数で１２０床でございます。精神病床が７０床でございます。感染病床が４床、

そして結核病床が６床の合計の２００床でございます。年間の患者数の延べでいたしますと、入
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院患者で５万２,３３８人でございます。外来患者数で９万３,１００人と定めております。また、

１日の平均患者数、これも同じく延べでございますけど、入院患者が１４３人、外来患者数が

３８０人としております。主な建設改良事業では、固定資産の購入費で、医療器具等の備品の購

入費で３,５６９万４,０００円と計上をいたしております。 

 また、かたばる病院事業といたしまして、療養型の病床数を４８床、そして年間の患者数、延

べでございますけど１万６,８３６人、入院患者数が５,３９０人といたしております。１日の平

均患者数が、これも同じく延べでございますけど、入院の方が４６人、外来の方が２２人という

ことで計画をいたしております。 

 続いて、２ページでございますけど、第３条では、収益的収入及び支出の予定額を、壱岐市民

病院事業の収益２１億９,６７１万８,０００円といたしております。また、かたばる病院事業収

益を、３億９,９９２万円といたしております。 

 支出の方は、壱岐市民病院事業の費用を２５億３,５８３万４,０００円といたしております。

同じく、かたばる病院事業の費用を、３億９,９９２万円といたしております。 

 第４条では、資本的収入及び支出の額をそれぞれ定めておりますし、また壱岐市民病院におい

て、資本的収入が資本的支出に対して不足する額７,４５４万６,０００円につきましては、過年

度分の損益勘定留保資金及び当該年度損益勘定の留保資金で補てんをするということで定めてお

ります。収入につきましては、壱岐市民病院資本的収入といたしまして１億２２６万６,０００円

でございます。続いて、支出でございますけど、同じく壱岐市民病院の資本的支出といたしまし

て、１億７,６８１万２,０００円と定めております。 

 また、第５条では、企業債でございます。起債の目的といたしまして、壱岐市民病院の機械備

品整備事業といたしまして、３,０００万円の限度額ということで定めております。起債の方法、

利率等については、記載のとおりでございます。一時借入金の限度額といたしまして、壱岐市民

病院事業では２億円、かたばる病院事業では１億円と定めております。 

 また、第７条では、予定支出の各項の経費の金額を流用することのできる額ということで、市

民病院事業では収益的支出の収支の項間の流用、資本的収支の項間の流用でございます。続いて、

４ページのかたばる病院も同じ流用でございます。 

 第８条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費ということで、昨年と同様

で、市民病院、かたばる病院とも、それぞれ職員給与費、または公債費でございます。 

 第９条が、棚卸資産の購入の限度額を、市民病院、かたばる病院、それぞれ記載のとおり定め

ております。 

 続いて、６ページをお開き願います。平成１９年度の壱岐市民病院事業会計予算実施計画書に

ついての収益的収入及び支出について御説明を申し上げます。 
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 まず、収入でございますけど、壱岐市民病院事業の収益が２１億９,６７１万８,０００円で、

昨年度に比べまして１億４０１万６,０００円の増となっております。あとはそれぞれ記載のと

おりでございますので、お目を通していただければと思っております。 

 歳出につきましては、本年度の市民病院が２５億３,５８３万４,０００円で、前年度に比較を

いたしまして４,３１５万９,０００円の減になっております。あとの内容の給与費、材料費、経

費等のところは、お目を通していただきたいと思っております。 

 続いて、８ページ、９ページでございます。それぞれ減価償却費等々で、それぞれ経費を計上

させていただいております。 

 ９ページの予備費でございますけど、予備費として昨年と同様の１,０００万円を計上いたし

ております。 

 先ほど申します収支が、１９年度の収支につきましては約３億４,９００万円程度の赤字予算

でございます。減価償却費等々の現金支出等を必要としない分を引きますと２億８,７００万円

程度ありますので、現金赤字といたしましては約５,２００万円程度の現金赤字を見込んでおり

ます。 

 続いて、１０ページでございます。資本的収入及び支出について御説明を申し上げます。 

 壱岐市民病院の資本的収入でございます。本年度が１億２２６万６,０００円で、昨年度に比

べまして２,０５７万４,０００円の減となっております。支出については、省略をさせていただ

きます。 

 続いて、１１ページの方が平成１９年度の壱岐市民病院事業会計資金計画書でございます。区

分の当年度の予算額でございます。それの受入資金の方が２７億７,２７０万１,０００円という

ことで、支払い資金の方が２７億８２０万８,０００円ということで、差し引きの６,４４９万

３,０００円につきましては、１６ページの現金、預金の２つの欄に一致するということになっ

ております。前年度の決算見込みは、それぞれ２０ページと一致するということになっておりま

すので、割愛をさせていただきたいと思います。 

 続いて、１２ページからが給与費明細書でございますけど、こちらの方の説明は省略をさせて

いただきたいと思います。 

 １６ページからが、平成１９年度の市民病院の予定貸借対照表でございます。 

 続いて、１８ページが、１８年度の予定損益計算書でございます。 

 １９ページの下から３行目にお目を通していただきたいと思っております。当年度の純損失と

いたしまして、３億５,４５９万６,４１９円でございます。そして、その次の前年度の繰り越し

の欠損金を含めまして、当年度の未処理欠損金といたしまして１２億９,１３９万９,０６３円を

今見込んでおります。欠損金で、先ほど申しますように、１２億９,１００万円程度の赤字にな
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るということでございます。 

 続いて、２０ページ、２１ページが予定貸借対照表でございます。 

 続いて、２２ページからが、１９年度の壱岐市かたばる病院事業会計予定実施計画書でござい

ます。収益的収入及び支出について御説明を申し上げます。 

 収入といたしまして、かたばる病院事業収益の３億９,９９２万円で、前年度に比べまして

１,０７７万２,０００円の減となっております。２３ページが、同じくそれぞれの支出を計上い

たしておりますので、お目を通していただきたいと思っております。 

 ずっと続きまして、２７ページをお開き願います。２７ページが１９年度の壱岐市のかたばる

病院事業会計の資金計画書でございます。区分の欄の当年度の予定額といたしまして、受入資金

が５億２,７６９万６,０００円で、支払い資金につきましては５億５５万３,０００円で、差し

引きの２,７１４万３,０００円、これにつきましては３２ページの平成１９年度の予定貸借対照

表の現金、預金の額と一致するものでございます。 

 あとの、給与費明細書、予定貸借対照表、予定損益計算書等の説明については、省略をさせて

いただきます。 

 以上で、説明を終わります。よろしく御審議の方をお願いいたします。 

〔病院管理部長（山内 義夫君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  中原建設部長。 

〔建設部長（中原 康壽君） 登壇〕 

○建設部長（中原 康壽君）  それでは、議案第５１号平成１９年度壱岐市水道事業会計予算につ

いて御説明を申し上げます。 

 業務の予定量といたしまして、１、給水戸数２,７５０戸、年間総給水量１１６万３,８８０立

米、１日平均給水量３,１８０立米、１日最大給水量３,９９４立米といたしております。 

 収益的収入及び支出につきまして、収益的収入及び支出の予定額を次のとおりと定める。第

１款水道事業収益１億６,４３３万２,０００円、営業収益１億６,４２５万８,０００円、営業外

収益７７万４,０００円でございます。支出といたしまして、第１款水道事業費用で１億

５,２２７万４,０００円、１項営業費用で１億３,８４０万円、営業外費用で１,１８７万

４,０００円、特別損失といたしまして５０万円、予備費として１５０万円でございます。 

 資本的収入及び支出で、資本的収入及び支出の予定額は次のとおりとする。資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額６,３１７万９,０００円は、過年度分損益勘定留保資金３,４０５万

８,０００円、当年度分損益勘定留保資金２,６５７万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収入調整額２５５万１,０００円で補てんするものとする。 

 収入の部、第１款資本的収入３,５５６万円、支出、第１款資本的支出９,８７３万９,０００円、
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１項建設改良費８,８７１万円、２項企業債償還金１,００２万９,０００円。 

 続きまして、２ページをお開きいただきたいと思います。予定支出の各項の経費の金額の流用、

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。収益的支出

の各項間の流用、２、資本的支出の各項間の流用。 

 第６条、次に掲げる経費について、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、または

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。職員給

与１,４９３万４,０００円。 

 第７条、棚卸資産の購入限度額を１６６万２,０００円と定める。 

 本日の提出でございます。 

 続きまして、６ページ、７ページをお開きいただきたいと思いますが、壱岐市水道事業会計予

算資金計画、受入資金６億２,５７４万１,０００円、支払い資金１億９,０５６万円、差し引き

４億３,５１８万２,０００円とする。 

 続きまして、１１ページをお開きいただきたいと思います。先ほどの１８年度補正で申し上げ

ましたように、当年度１８年度１０１万９,７２３円の剰余金が出まして、１８年度決算で

３,８９３万４,７２３円の剰余金が出ておりまして、１５ページをお開きをいただきたいと思い

ます。次の貸借対照表、１９年度の１４から下の方になりますが、資本金剰余金合計、当年度未

処分利益剰余金１,０４４万３,７２３円になりまして、これに前年度を加えまして、合計が４億

２,７４０万２１４円ということになっております。 

 続きまして、１６、１７ページをお開きいただきたいと思います。収益的収入及び支出の部で、

収入でございますが、１項営業収益では水道使用料の減ということで、３１０万円の減となって

おります。 

 それから、１８ページ、１９ページをお開きいただきたいと思います。支出の部で、１項営業

費用１目原水及び浄水費では３,２１７万６,０００円をお願いするものでございまして、

２１０万４,０００円の増減となっておりますが、１８年度実績によりまして、電気代が実績に

伴いまして６の動力費で計上いたしておりまして、この分が増額になっております。 

 それから、２目配水及び給水費では４７９万５,０００円の減額でございますが、これは

１８年度実績で路面復旧の復旧費が減額になっております。 

 それから、３目の総務費については、人件費を計上させていただいております。 

 それから、２２ページ、２３ページをお開きいただきたいと思いますが、減価償却費で本年度

５,９９５万円ということで、前年度比較１,３５６万２,０００円の増になっておりますが、こ

れは１節有形固定資産及び減価償却費で、構築物の減価償却の増額になっております。 

 それから、２項営業外費用では１,１８７万４,０００円ということで、企業債利息及び消費税
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を計上しております。 

 続きまして、２４ページ、２５ページをお開きいただきたいと思いますが、３項特別損失

５０万円、４項予備費１５０万円ということで計上をしております。 

 続きまして、２６ページ、２７ページをお開きをいただきたいと思います。資本的収入及び支

出の部で、収入でございますが、１款資本的収入では１目工事負担金では、佐野美水源のボーリ

ングが１９年度に入るということで、１,３５０万円、ここに増額になっております。 

 続きまして、支出の部を申し上げます。２８ページから２９ページをお開きをいただきたいと

思います。支出の部で、１目取水設備改良費で１,３５０万円を計上をいたしておりますが、先

ほど申し上げました佐野美水源のボーリングの工事費でございます。 

 ２目配水設備改良費では、本年度７,１１０万４,０００円、比較増減で１,５５３万

８,０００円でございますが、これは土木の道路改良で新郷ノ浦港線の改良に伴いまして、配水

設備工事の増でございます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願いをしたいと思います。 

〔建設部長（中原 康壽君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  以上で、市長提出議案に対する説明を終わります。 

 次に、陳情第１号及び陳情第２号は、お手元に写しを配付いたしておりますので、説明にかえ

させていただきます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（深見 忠生君）  以上で、本日の日程は終了しました。 

 これで散会をいたします。大変お疲れさまでした。 

午後４時04分散会 

────────────────────────────── 
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